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武 道 の 定 義

　武道は、武士道の伝統に由来する日本で体系化された武

技の修錬による心技一如の運動文化で、心技体を一体とし

て鍛え、人格を磨き、道徳心を高め、礼節を尊重する態度

を養う、人間形成の道であり、柔道、剣道、弓道、相撲、

空手道、合気道、少林寺拳法、なぎなた、銃剣道の総称を

言う。

　　平成二十六年二月一日制定

日本武道協議会

武 道 の 理 念

　武道は、武士道の伝統に由来する我が国で体系化された

武技の修錬による心技一如の運動文化で、柔道、剣道、弓

道、相撲、空手道、合気道、少林寺拳法、なぎなた、銃剣

道を修錬して心技体を一体として鍛え、人格を磨き、道徳

心を高め、礼節を尊重する態度を養う、国家、社会の平和

と繁栄に寄与する人間形成の道である。

　　平成二十年十月十日制定

日本武道協議会
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　わが国を代表する武道 10 団体が大同団結して結成した日本武道協議会は、平成 29 年４月に設立

40 周年を迎えることとなりました。

　この祝賀を記念して、中学校武道必修化の充実に向けた指導書と DVD が刊行される運びとなりま

した。

　平成 18 年に教育基本法が改正され、伝統や文化を尊重することなどが謳われることとなり、平成

24 年度から全国 1 万余校の中学校で武道が必修化されました。中学校武道必修化が完全実施されて

から５年が経過しましたが、大きな事故もなく、全国各中学校で順調に実施されています。

　しかしながら、年間実施時間は 10 時間弱、指導者の段位保有率は 2 人に 1 人、約 50 パーセント

と低く、中学校武道必修化の内容充実は急務であります。

　そこで、日本武道協議会として「安全で、楽しく、効果の上がる授業」を実施するための指導書

と DVD を記念事業として作成し、全国１万余校の中学校、都道府県市区町村教育委員会、主要公立

図書館等へ無償配布することといたしました。

　目的は「武道 9 種目の周知徹底」と、その上での「中学校武道必修化の充実」です。

　武道は武士道の伝統に由来するわが国で体系化された武技の修錬による心技一如の運動文化で、

心技体を一体として鍛え、人格を磨き、道徳心を高め、礼節を尊重する態度を養う、国家、社会の

平和と繁栄に寄与する人間形成の道です。

　中学校武道必修化に関わる指導者の皆様がたにおかれましては、ぜひ本書と DVD を活用され、日

本全国の中学生が元気よく、立派に育っていかれますよう、ご指導、ご尽力のほど、よろしくお願

い申し上げます。

　本書がそのお役に立てることを心から祈念し、刊行の辞といたします。

　　平成 29 年卯月

刊 行 の 辞

（公財）日本武道館
日 本 武 道 協 議 会

会長　松 永 　 光
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　このたび、日本武道協議会が設立 40 周年を迎えられましたことを心からお慶びを申し上げます。

　さて、剣道は常に相手の人格を尊重し、互いに打ち合う攻防の展開の中で有効打突をめざして楽

しさを味わうという種目の特性があります。教育の場においては、身体を鍛え、技を錬磨し、心を

養うためのよき協力者である相手に対して、心から尊敬の念を持つことが不可欠です。その思いを

端正な姿勢で表す礼儀正しさが、互いによりよい剣道を築きあげていく上でも重要です。ひいては

好ましい社会的態度の育成につながることが望めます。

　また国際化が叫ばれる昨今、他国の文化を理解するとともに、伝統的な考え方や生き方の学びを

通した自国の文化の良さの理解が求められています。まさしく剣道学習には日本人としての自覚を

持つことに繋がることなどが期待されています。剣道を学ぶことが生徒たちの人生の糧となること

を心から期待します。

　本連盟では、中学校武道必修化に対応するため平成 20 年より支援対策を検討してまいりました。

特に、文部科学省委託事業「平成 25・26 年度武道等指導推進事業」及び「平成 27・28 年度武道等

指導力充実・資質向上支援事業」に参画し、指導書の作成や授業に携わる保健体育科教員と授業協

力者の指導力・資質向上および支援体制の充実を図っております。

　本指導書は、日本武道協議会設立 40 周年の記念事業として中学校武道必修化に役立つ武道の指導

書・DVD を刊行するにあたり、全日本剣道連盟が剣道編を担当することになり新たに作成したもの

です。

　剣道授業に携わる先生方には、本書を有効に活用されて安全で効果的な剣道の授業が展開されま

すよう祈念いたします。

　　平成 29 年 4 月吉日

ご あ い さ つ

（一財）全日本剣道連盟 会長　張  富 士 夫



�

　このたび、日本武道協議会が設立 40 周年を迎えるにあたり、これを記念して、中学校武道必修化

の充実に資するための指導書と DVD を刊行する運びとなりました。誠におめでたい限りであります。

　新渡戸稲造博士の言を待つまでもなく、日本人の精神文化の柱は武士道であり、この武士道を現

代に最もよく引き継いでいるのが武道であります。

　平成 18 年に安倍晋三内閣において、60 年振りに教育基本法が改正され、国や郷土を愛し、日本

の伝統文化を尊重し、公共に奉仕する心を涵養することなどが明文化されました。武道議員連盟は、

日本武道館、日本武道協議会と歩調を合わせて、中学校武道必修化の実現を国に要請してまいりま

した。その成果として、学習指導要領が改訂され、平成 24 年度から全国１万余校の中学校１・２年

生で武道が必修化され、６年目を迎えることとなりました。

　武道を必修化することによって、全国の中学生が心と体を鍛え、日本の伝統である、「道の文化と

しての武道」を学んで自分を高めていくことは、多感な成長期にあって意義あることだと考えてい

ます。中学校で武道を必修化するということは、50 年後、100 年後には全国民が武道経験者になる

ということで、日本社会にとっても中学校武道必修化は大事な事業であります。

　各武道に共通しているのは「礼に始まり、礼に終わる」、お互いを尊重し、高め合うことです。「道」

と「礼」の実践が中学校武道必修化の重要課題であるといえるでしょう。まさに「仏を作って魂を

入れる」のはこれからです。

　本書と DVD が、中学校武道必修化の充実に向けて全国の学校現場で幅広く活用され、わが国が将

来にわたって平和で豊かな国であることの礎になることを祈念申し上げ、刊行の辞といたします。

　　平成 29 年４月吉日

刊 行 に あ た っ て

武 道 議 員 連 盟 会 長
（公財）日本武道館常任理事 高 村  正 彦
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１ はじめに

　平成 24（2012）年４月から中学校保健体育科の授業で、第 1学年及び第 2学年の男女が「武

道」を必修として学ぶようになりました。生徒たちの関心・意欲や授業実態はいかがでしょうか。

本稿は中学校の保健体育科の先生方に向け、安全で効果的な剣道の指導内容・指導方法を紹介し

たものです。

　最近の生徒は、自己肯定感が低く、自己表現が上手にできなかったり、他人との関わりを苦手

としたりする傾向にあり、その実態は複雑で多様化しているともいわれております。

　また、中学校期は思春期の真っ只中にあります。発育・発達の面からも心身ともに急激に成長

する時期であり、心と体のバランスが不安定な時期でもあります。

　指導者は、このような現状を踏まえ、生徒一人ひとりの人格を尊重して指導にあたることが大

切です。

　剣道の学習を通して、我が国固有の伝統的な考え方や自国の良さを理解させ、好ましい社会的

態度を養うとともに、生徒たちの生きる力を育む指導を心がけましょう。

２ 教育目標と武道の捉え方

　平成 18（2006）年に教育基本法が改正され、その第２条第５号の規定には、「伝統と文化を

尊重し、それらを育んできた我が国と郷土を愛するとともに、他国を尊重し、国際社会の平和と

発展に寄与する態度を養うこと」という教育目標が

定められました。

　学習指導要領解説には、「武道は、武技、武術な

どから発生した我が国固有の文化であり、相手の動

きに応じて、基本動作や基本となる技を身に付け、

相手を攻撃したり相手の技を防御したりすることに

よって、勝敗を競い合う楽しさや喜びを味わうこと

のできる運動である。また、武道に積極的に取り組

むことを通して、武道の伝統的な考え方を理解し、

相手を尊重して練習や試合ができるようにすること

を重視する運動である」と記されています。

概　　論１章

突
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【指導の基本的な心構え】

　武道（剣道）の学習において適切な指導がなされるか否かは、指導を受ける生徒の技能の向上

や人格の形成に大きく影響します。

　中学生にとって初めての剣道の授業は、幼少年期に遊びとして経験したことのない非日常的な

動きが多いうえに、小学校期において武道的素養が培われていないので、親しみにくいと考えら

れます。

　指導者は常に剣道の基本動作や伝統的な考え方を念頭におきながら、柔軟な発想により興味・

関心を持たせる指導の工夫をする必要があります。

　刀剣は、弥生時代初期に中国大陸から日本に渡ってきた金属製武器です。その代表的な「剣
つるぎ

」は、

両側に刃があり真っ直ぐな形状をしています。剣は、その実用性のみならず神聖視が進み、祭器

として宗教儀式で使われるようになっていきました。刃が相手と自分自身の心の両方に向いてい

る「剣」の思想は、飛鳥、奈良時代にまで遡ることができます。そして平安時代中期頃には、戦

闘技術の影響を受けて片側に刃があり鎬
しのぎ

と反
そ

りを持つ日本独自の「日本刀」の完成に至ります。

機能性に優れ、実戦で多く使われるようになります。

　剣道はこの日本刀の発明を源とし、人間教育の手段として今日まで発展してきた日本の伝統文

化です。戦国時代には戦闘手段としての武術性、江戸時代初期には型稽古の追究による武士とし

ての人間性を高める芸道性、そして江戸時代中期における竹刀および防具の考案と改良による「竹

刀打ち込み稽古」に端を発し、お互いの技術の優劣を競い合う競技性などが加わり、それぞれの

時代において新たな価値を見いだしながら発展してきました。戦後になって剣道が復活し、昭和

27（1952）年には全日本剣道連盟が設立され、その後、昭和 50（1975）年には「剣道は剣の

理法の修錬による人間形成の道である」とする「剣道の理念」が定められます。

　スポーツは楽しみや健康を享受するものとして位置づけられていますが、剣道はその発生から

して「人がよりよく生きていくための指針」としてとらえられ、優れた全人教育の 1つの手段

として、今日まで継承され発展してきました。「伝統文化の尊重」が叫ばれる今日、剣道は技の

習得を通して心と体を鍛え育む教育的な効果を期待されつつ、老若男女を問わず幅広く愛好され、

今もなお発展しています。さらに、「礼に始まり礼に終わる」剣道は、国内だけではなく世界に

も広がりを見せています。

　剣道の国際普及を目指し、昭和 45（1970）年に国際剣道連盟が組織され、3年に一度開催さ

れる世界剣道選手権大会は、平成 27（2015）年 5月に 16回目を数え、東京の日本武道館で行

われました。平成 28（2016）年 4月現在、57の国と地域が国際剣道連盟に加盟しており、そ

の魅力は海外の人々にも受け入れられ、海外の剣道実践者は年々増え続けています。

⁞�剣道のྺ࢙
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（１）構造的特性

　剣道は、剣道具（防具）を着けて相対する二人が真剣に向き合い、竹刀を用いて攻防し、面、小手、

胴、突きなどの「有効打突（一本）」を競う格闘形式の競技でもあります。

　では、剣道の勝敗はどのように決まるのでしょう。

　打突部位は「面」「小手」「胴」「突き」の４カ所です。ただし、安全性の観点などから中学校

までは「突き」は禁じ技です。

　全日本剣道連盟の剣道試合・審判規則では、有効打突を以下のように定めています。

第 12条

有効打突は、充実した気勢、適正な姿勢をもって、竹刀の打突部で打突部位を刃筋正しく打突し、

残心あるものとする。

　この有効打突（一本）の条件は、一般的に「気剣体の一致」といわれます。

　剣道は、打突する瞬間だけではなく、打つ前も打った後も油断しない身構え・気構えで「残心」

を示します。これらの攻防の過程が重視され、過程と結果を総合して「有効打突（一本）」とし

て評価されます。これが剣道の持つ伝統的な考え方であり、その攻防から自分自身と向き合う学

びがあります。

判定基準

残 心有効打突（一本）

剣
竹刀の打突部で
打突部位（面、小手、
胴、突き）を刃筋

正しく

体
適正な姿勢

（自然体、体さばき）
で美しく

気
強く充実した気勢
（かけ声と呼称）

打突後の気構え、身構
え

 剣道のಛੑ

面
めん

胴
どう

小
こ

手
て

｢気
き

」…気迫のこもった強く大きな声。

｢剣
けん

」…�竹刀の打突部（物
ものうち

打）で、打突部位（面、小手、胴）

を刃筋正しく打つ。

｢体
たい

」…�変化して動く相手に対して理に適った体さばき（足

さばき）による美しい姿勢。

　　　　�加えて、相手に対して油断なく身構え、気構えで

｢残
ざんしん

心」を示す。

突
部

໘�෦

胴
部

小
手
部

突
部

໘�෦

胴
部

小
手
部

突
部

໘�෦

胴
部

小
手
部



��

１章　֓　　࿦

　特に剣道の学習で一番の楽しさ、面白さは「攻防の展開」です。複雑に変化する相手の動きに

対応し「一本」を決める喜びを味わわせることに重点を置いて指導しましょう。

（２）効果的特性

【文化性と対人性】

①身体面…�変化する相手と攻防をする中で、相手の動き全体から目を離さず、相手の目を見て真

剣に向き合い、正しい姿勢と体さばきを身に付けることができる。

②技術面…�上半身による竹刀操作、下半身の踏み込み、強い発声が一体として働き「有効打突（一

本）」が打てることにより、発声と運動が密接に関わっていることや、心と体が一体

として働いていることが体感できる。

③道徳面…�相手と息を合わせて、打つ側と打たせる側が協同して技づくりを行うことや、互いに

相手を尊重して攻防の展開を楽しむなど、互いに高め合うことの価値を理解できる。

④精神面…�相手と向き合い接近する中で、気持ちに変化が生まれることを実感し「間合」や「気」

の感覚を身に付けると同時に、相手にどんな時でも油断しない「残心」の大切さを学

ぶことができる。

⑤安全面…�自分の身を守る大切な道具である剣道具の着脱や、竹刀の安全な取り扱いを学ぶこと

で、自分や仲間の安全や衛生面の問題が起こらないように配慮することができる。

（３）機能的特性

①日本の伝統的な考え方や行動の仕方を新鮮な気持ちで学ぶことができる。

②自由練習（互
ご

格
かく

稽
けい

古
こ

）やごく簡単な試合で「有効打突（一本）」が決まった喜びを体感できる。

③相手と真剣な態度で向き合うことで、緊張感や集中力を味わうことができる。

④一対一で対
たい

峙
じ

することで、相手の表情や感情を感じることができる。

⑤礼法の実践を通して武道が持つ凜
りん

とした雰囲気を体験できる。

⑥大きな発声に驚いたり戸惑ったりすることがある。

⑦剣道具の着装や礼法、すり足や両手で竹刀を握りながらの運動に違和感を覚えることがある。

⑧相手を打つことに躊
ちゅうちょ

躇し、打たれることに恐怖感を抱くことがある。

（４）武道（剣道）の魅力

　武道（剣道）には、スポーツの「楽しさ」を求めるということ以外に、大きな意義があるといっ

てよいでしょう。例えば、自分自身を鍛錬し、自己を律することによって「克己心」が身に付きます。

しかし、相手がいなければ剣道は成立しません。向かい合っている相手を尊重して、礼を尽くし

ながら行うことでお互いに高め合うことができます。さらに「我慢」「頑張り」を積み重ねていくと、

身も心も爽やかさと出会えることがあります。それは気剣体の一致した有効打突（一本）が見事

に決まる瞬間です。打った人は、打たれた人を思いやる「惻
そく

隠
いん

の情
じょう

」が身に付きます。打たれた

人も見ている人でさえも感動を覚えるものです。まさに「見事な一本の体験」は、剣道の魅力の

ひとつなのです。
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⁠剣道༻۩ͱࢪઃ

中心

開
始
線

開
始
線

30～40 ㎝

50 ㎝

���̼㱘���̼㱘

�ʙ��̼㱘

�ʙ��̼���̼㱘

���̼㱘
境界線

外側

面

右小手
胴

左小手

垂
たれ

物
もの
見
み

面金（横金）の６本目と
７本目の間
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中心

開
始
線

開
始
線

30～40 ㎝

50 ㎝

���̼㱘���̼㱘

�ʙ��̼㱘

�ʙ��̼���̼㱘

���̼㱘
境界線

外側

剣道着

袴
はかま

試合場（基準）
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１ 発達段階に応じた指導内容の整理

中学校第１学年ٴͼ第２学年 中学校第̏学年 ౳学校ೖ学年࣍ߴ ͦの࣍の年࣍Ҏ߱

　武道（剣道）の特性や成り立ち、伝統的な考え方、技の名称や行い方、
関連して高まる体力などを理解し、課題に応じた運動の取り組み方を工夫
できるようにする。

　伝統的な考え方、技 の名称や見取り稽古の仕
方、体力の高め方、運 動観察の方法などを理解
し、自己の課題に応じた 運動の取り組み方を工夫
できるようにする。

　伝統的な考え方、技の名称や見取り稽古の仕方、体力の高め方、課題解
決の方法、試合の仕方などを理解し、自己や仲間の課題に応じた運動を継
続するための取り組み方を工夫できるようにする。

⁞ٕ　ೳʕ࣭のߴ·Γʕ

※以下、「武道」を「武道（剣道）」と表記する。

中学校第１学年ٴͼ第２学年 中学校第̏学年 ౳学校ೖ学年࣍ߴ ͦの࣍の年࣍Ҏ߱

　武道（剣道）に積極的に取り組むとともに、相手を尊重し、伝統的な行
動の仕方を守ろうとすること、分担した役割を果たそうとすることなどや、
禁じ技を用いないなど健康・安全に気を配ることができるようにする。

　武道（剣道）に自主的 に取り組むとともに、相
手を尊重し、伝統的な行 動の仕方を大切にしよう
とすること、自己の責任 を果たそうとすることな
どや、健康・安全を確保 することができるように
する。

　武道（剣道）に主体的に取り組むとともに、相手を尊重し、伝統的な行
動の仕方を大切にしようとすること、役割を積極的に引き受け自己の責任
を果たそうとすることなどや、健康・安全を確保することができるように
する。

 ଶ　౓

ʕ਎ʹ෇͚͍ͤͨ͞۩ମతͳ಺༰ʢಈ͖の༷૬ʣʕ

中学校第１学年ٴͼ第２学年 中学校第̏学年 ౳学校ೖ学年࣍ߴ ͦの࣍の年࣍Ҏ߱

　剣道では、相手の動きに応じた基本動作から、基本となる技を用いて、
打ったり受けたりするなどの攻防を展開すること。

　剣道では、相手の動き の変化に応じた基本動作
から、基本となる技や得 意技を用いて、相手の構
えを崩し、しかけたり応 じたりするなどの攻防を
展開すること。

　剣道では、相手の多様な動きに応じた基本動作から、得意技を用いて、
相手の構えを崩し、素早くしかけたり応じたりするなどの攻防を展開する
こと。

中学校第１学年ٴͼ第２学年 中学校第̏学年 ౳学校ೖ学年࣍ߴ ͦの࣍の年࣍Ҏ߱

　技ができる楽しさを味わい、基本動作や基本となる技ができるようにする。 　技を高め勝敗を競う 楽しさや喜びを味わい、
得意技を身に付けるこ とができるようにする。

　技を高め勝敗を競う楽しさや喜びを味わい得意技を用いた攻防が展開で
きるようにする。

⁠஌ࣝɺߟࢥ・൑அ

学習指導要領の内容（剣道）２章
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中学校第１学年ٴͼ第２学年 中学校第̏学年 ౳学校ೖ学年࣍ߴ ͦの࣍の年࣍Ҏ߱

　武道（剣道）の特性や成り立ち、伝統的な考え方、技の名称や行い方、
関連して高まる体力などを理解し、課題に応じた運動の取り組み方を工夫
できるようにする。

　伝統的な考え方、技 の名称や見取り稽古の仕
方、体力の高め方、運 動観察の方法などを理解
し、自己の課題に応じた 運動の取り組み方を工夫
できるようにする。

　伝統的な考え方、技の名称や見取り稽古の仕方、体力の高め方、課題解
決の方法、試合の仕方などを理解し、自己や仲間の課題に応じた運動を継
続するための取り組み方を工夫できるようにする。

⁞ٕ　ೳʕ࣭のߴ·Γʕ

ʰ中学校学習ࢦಋཁྖղઆ　อ݈ମҭฤʱจ෦Պ学লʢฏ੒ �� 年݄̕ʣ

中学校第１学年ٴͼ第２学年 中学校第̏学年 ౳学校ೖ学年࣍ߴ ͦの࣍の年࣍Ҏ߱

　武道（剣道）に積極的に取り組むとともに、相手を尊重し、伝統的な行
動の仕方を守ろうとすること、分担した役割を果たそうとすることなどや、
禁じ技を用いないなど健康・安全に気を配ることができるようにする。

　武道（剣道）に自主的 に取り組むとともに、相
手を尊重し、伝統的な行 動の仕方を大切にしよう
とすること、自己の責任 を果たそうとすることな
どや、健康・安全を確保 することができるように
する。

　武道（剣道）に主体的に取り組むとともに、相手を尊重し、伝統的な行
動の仕方を大切にしようとすること、役割を積極的に引き受け自己の責任
を果たそうとすることなどや、健康・安全を確保することができるように
する。

 ଶ　౓

ʕ਎ʹ෇͚͍ͤͨ͞۩ମతͳ಺༰ʢಈ͖の༷૬ʣʕ

中学校第１学年ٴͼ第２学年 中学校第̏学年 ౳学校ೖ学年࣍ߴ ͦの࣍の年࣍Ҏ߱

　剣道では、相手の動きに応じた基本動作から、基本となる技を用いて、
打ったり受けたりするなどの攻防を展開すること。

　剣道では、相手の動き の変化に応じた基本動作
から、基本となる技や得 意技を用いて、相手の構
えを崩し、しかけたり応 じたりするなどの攻防を
展開すること。

　剣道では、相手の多様な動きに応じた基本動作から、得意技を用いて、
相手の構えを崩し、素早くしかけたり応じたりするなどの攻防を展開する
こと。

中学校第１学年ٴͼ第２学年 中学校第̏学年 ౳学校ೖ学年࣍ߴ ͦの࣍の年࣍Ҏ߱

　技ができる楽しさを味わい、基本動作や基本となる技ができるようにする。 　技を高め勝敗を競う 楽しさや喜びを味わい、
得意技を身に付けるこ とができるようにする。

　技を高め勝敗を競う楽しさや喜びを味わい得意技を用いた攻防が展開で
きるようにする。

⁠஌ࣝɺߟࢥ・൑அ
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２ 剣道の指導目標・指導内容

指導内容 ʰ中学校学習ࢦಋཁྖղઆ　อ݈ମҭฤʢൈਮʣɦ จ෦Պ学লʢฏ੒ �� 年݄̕ʣ

第�学年ٴͼ第�学年

第̏学年

第�学年ٴͼ第�学年

第̏学年

第�学年ٴͼ第�学年

第̏学年

❶技能 ❷態度 ❸知識、思考・判断

相手の動きに応じた基本動作から、
基本となる技を用いて、打ったり受け
たりするなどの攻防を展開すること。

相手の動きの変化に応じた基本動作
から、基本となる技や得意技を用い
て、相手の構えを崩し、しかけたり応
じたりするなどの攻防を展開するこ
と。

武道（剣道）に積極的に取り組むとと
もに、相手を尊重し、伝統的な行動の
仕方を守ろうとすること、分担した役
割を果たそうとすることなどや、禁じ
技を用いないなどの健康･安全に気を
配ることができるようにする。

武道（剣道）に自主的に取り組むとと
もに、相手を尊重し、伝統的な行動の
仕方を大切にしようとすること、自己
の責任を果たそうとすることなどや、
健康･安全を確保することができるよ
うにする。

武道（剣道）の特性や成り立ち、伝統
的な考え方、技の名称や行い方、関連
して高まる体力などを理解し、課題に
応じた運動の取り組み方を工夫でき
るようにする。

伝統的な考え方、技の名称や見取り
稽古の仕方、体力の高め方、運動観察
の方法などを理解し、自己の課題に応
じた運動の取り組み方を工夫できるよ
うにする。

第１学年及び第２学年 第３学年

技
　
　
能

૬खのಈ͖ʹԠͨ͡جຊಈ͔࡞ΒجຊͱͳΔٕΛ༻͍ͯɺଧͬ
ͨΓड͚ͨΓ͢ΔͳͲの߈๷のల։
ʤ例ࣔʥ
࡞ຊಈج˙
・構えでは、相手の動きに応じて自然体で中段
・体さばきでは、相手の動きに応じて歩み足や送り足
・基本打突の仕方と受け方では、中段の構えから体さばきを使って、
　面や胴や小手の部位を打ったり受けたりする

ຊͱͳΔٕج˙
˔͔͚ٕ͠
＜二段の技＞・小手―面　・面―胴
＜引き技＞　・引き面　　・引き胴

˔Ԡٕ͡
＜抜き技＞　・面抜き胴　・小手抜き面

૬खのಈ͖のมԽʹԠͨ͡جຊಈ͔࡞ΒجຊͱͳΔٕ΍ಘҙٕΛ
༻͍ͯɺ૬खΛ่͠ɺ͔͚ͨ͠ΓԠͨ͡Γ͢ΔͳͲの߈๷Λల։
ʤ例ࣔʥ
࡞ຊಈج˙
・構えでは、相手の動きの変化に応じて自然体で中段
・体さばきでは、相手の動きの変化に応じて体の移動や竹刀操作
・基本打突の仕方と受け方では、相手に対しての距離を近くしたり
　遠くしたりして打ったり、応じ技へ発展するよう受けたりする
ຊͱͳΔٕج˙
˔͔͚ٕ͠
＜二段の技（連続技）＞　・小手―胴・面―面
＜引き技＞　　・引き小手
＜出ばな技＞　・出ばな面　・出ばな小手
＜払い技＞　　・払い面　　・払い小手
˔Ԡٕ͡
＜すり上げ技＞・小手すり上げ面

態

度

తʹऔΓ૊Ήۃੵ˔
˔૬खΛଚॏ͠ɺ఻౷తͳߦಈのํ࢓ΛकΔ
˔෼୲ͨ͠໾ׂΛՌͨ͢
Λ഑Δؾʹશ҆・߁Λ༻͍ͳ͍ͳͲɺ݈ٕ͡ې˔

˔ࣗओతʹऔΓ૊Ή
˔૬खΛଚॏ͠ɺ఻౷తͳߦಈのํ࢓Λେ੾ʹ͢Δ
の੹೚ΛՌͨ͢ݾࣗ˔
શΛ֬อ͢Δ҆・߁݈˔

知

識

˔෢道ʢ剣道ʣのಛੑ΍੒Γཱͪ
˔఻౷తͳํ͑ߟ
˔ٕの໊শ΍ํ͍ߦ
˔ؔ࿈ͯ͠ߴ·Δମྗ

˔ٕの໊শͱݟऔΓݹܤのํ࢓
˔ମྗのߴΊํ
˔ӡಈ࡯؍のํ๏

思
考
・
判
断

˔՝୊ʹԠͨ͡ӡಈのऔΓ૊ΈํΛ޻෉
・行い方のポイントを見つける
・課題に応じた練習方法を選ぶ
・分担した役割に応じた協力の仕方を見付ける
・学習した安全上の留意点を当てはめる

෉޻の՝୊ʹԠͨ͡ӡಈのऔΓ૊ΈํΛݾࣗ˔
・自己の技能、体力に応じた得意技を見つける
・自己に適した攻防の仕方を選ぶ
・仲間に技術的な課題や有効な練習方法の選択について指摘
・体調に応じて適切な練習方法を選ぶ
・継続して楽しむために、自己に適したかかわり方を見付ける
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３ 指導内容の技能について

中学校
�・�年

中学校̏年・
校ೖ学年࣍ߴ

校ͦの࣍のߴ
年࣍Ҏ߱

基
本
動
作

͑ߏ
ࣗવମ
中ஈの͑ߏ

˔
˔

˓
˓

˓
˓

ମ͞͹͖

าΈ଍
ૹΓ଍
ମのҠಈ
஛౛ૢ࡞

˔
˔

˓
˓
˔
˔

˓
˓
˓
˓

ຊଧಥのج
ͱड͚ํ࢓

໘
಑
খख
ଧಥのड͚ํ
ؒ߹のऔΓํ
Ԡٕ͡΁のड͚

˔
˔
˔
˔

˓
˓
˓
˓
˔
˔

˓
˓
˓
˓
˓
˓

基
本
と
な
る
技

し
か
け
技

ೋஈのٕ

໘ʕ಑
খखʕ໘
໘ʕ໘
খखʕ಑

˔
˔

˓
˓
˔
˔

˓
˓
˓
˓

Ҿ͖ٕ
Ҿ͖໘
Ҿ͖಑
Ҿ͖খख

˔
˔

˓
˓
˔

˓
˓
˓

ग़͹ͳٕ
ग़͹ͳ໘
ग़͹ͳখख

˔
˔

˓
˓

෷͍ٕ
෷͍໘
෷͍খख
෷͍಑

˔
˔

˓
˓
˔

応
じ
技

ൈ͖ٕ
໘ൈ͖಑
খखൈ͖໘

˔
˔

˓
˓

˓
˓

͢Γ্ٕ͛
খख͢Γ্͛໘
໘͢Γ্͛໘

˔ ˓
˔

ฦٕ͠ ໘ฦ͠಑ ˔

ଧͪམͱٕ͠ ಑ଧͪམͱ͠໘ ˔

ಘҙٕ
ମ͞͹͖Λ༻͍ͯ
ΊٕͨߴຊͱͳΔٕΛج

˔ ˓

攻
防
の
展
開

ࣗ༝࿅習 ˔ ˓ ˓

͘͝؆୯ͳࢼ߹ ˔ ˓ ˓

؆୯ͳࢼ߹ ˔ ˓

（表１）技能ʢ˔͸例ࣔ͞Ε͍ͯΔಈ࡞΍ٕɺ˓͸طग़のಈ࡞΍ٕʣ
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（表２）中学校学習指導要領解説「保健体育編」武道（剣道）による学習内容
ʢ　ʣ第１ɼ２学年　ʦ　ʧ第̏学年

技

　
　
　能

態

　
　度

知

識
、

思

考

・

判

断

૬खのಈ͖ʹԠͨ͡جຊಈ࡞
　　　　　　　　　ʢ�ɼ�年ʣ

૬खのಈ͖のมԽʹԠͨ͡جຊಈ࡞
　　　　　　　　　　　　　ʦ�年ʧ

ຊͱͳΔٕج

ଧͬͨΓड͚ͨΓ͢ΔͳͲの߈๷Λల։͢Δʢ�
� 年ʣ

૬खの͑ߏΛ่͠ɺ͠ ͔͚ͨΓԠͨ͡Γ͢ΔͳͲの߈๷Λ
ల։͢ΔಘҙٕΛ਎ʹ෇͚Δ　　　　　　　　　　ʦ�年ʧ

૬खΛଚॏ͠ ఻౷తͳߦಈのํ࢓ΛकΔ

෼୲ͨ͠໾ׂΛՌͨ ʢ͢�
� 年ʣ
ࣗ෼の੹೚ΛՌͨ ʦ͢� 年ʧ

ٕ͡ې


�Λ഑Δʢؾʹશ҆・߁݈� 年ʣ

શΛ֬อ͢Δʦ�年ʧ҆߁݈

෢道のಛੑ΍੒Γཱͪ

఻౷తͳํ͑ߟ

ٕの໊শ΍͍ߦ ʢํ�
�
� 年ʣ
ʦ�年ʧ　ํ࢓のݹܤऔΓݟ

ؔ࿈ͯ͠ߴ·Δମ ʢྗ�
� 年ʣ
ମྗのߴΊํ�����　ʦ�年ʧ
ӡಈ࡯؍のํ๏

՝୊ʹԠͨ͡ӡಈのऔΓ૊ΈํΛ޻෉͢Δʢ�
� 年ʣ
෉ʦ�年ʧ޻の՝୊ʹԠͨ͡ӡಈのऔΓ૊Έํのݾࣗ

͑ߏ
ମ͞͹͖
ຊଧಥج

มԽʹԠͨ͡

͔͚ٕ͠

Ԡٕ͡

ࣗવମ・中ஈの͑ߏ
าΈ଍・ૹΓ଍
ਖ਼໘ଧͪͱͦのड͚ํ
ӈ໘ଧͪͱͦのड͚ํࠨ
಑ʢӈʣଧͪͱͦのड͚ํ
খखʢӈʣଧͪͱͦのड͚ํ

ࣗવମ・中ஈの͑ߏ
ମのҠಈ・஛౛ૢ࡞
ؒ߹ʢڑ཭ʣʢ͍ۙ・ԕ͍ʣ
Ԡٕ͡΁のൃల

ೋஈの ʢٕখख � ໘・໘ � ಑ʣʦখख � ಑・໘ � ໘ʧ
Ҿ͖ ʢٕҾ͖໘・Ҿ͖಑ʣʦҾ͖খखʧ
ग़͹ͳ ʦٕग़͹ͳ໘・ग़͹ͳখखʧ
෷͍ ʦٕ෷͍໘・෷͍খखʧ
ൈ͖ ʢٕ໘ൈ͖಑・খखൈ͖໘ʣ
͢Γ্͛ ʦٕখख͢Γ্͛໘ʧ

ࣗ༝࿅習・͘͝؆୯ͳࢼ߹
͔͔Γ࿅習・໿ଋ࿅習

ࣗ༝࿅習
؆୯ͳࢼ߹

ʢ࡞๏ɺॴ࡞ΛकΔʣʦܟҙΛ෷͏ʧ

ʢ४උ΍ޙย͚ͮɺ৹൑ʣ
ʦ੹೚Λ࣋ͬͯࣗओతʹऔΓ૊Ήʧ

ಥ͖ٕ

ମௐのมԽɺݥةͳಈ࡞΍ٕ͡ېΛ༻͍ͳ͍
༻۩΍࿅習৔ٴͼࢼ߹の৔ॴɺࣗ ΍஥ؒの҆શݾ
༻۩΍ࢪઃの҆શ֬อのํ࢓
ஈ֊తͳ࿅習のํ࢓ɺ͚ ͕の๷ࢭ

ٕΛ਎ʹ෇͚ɺ૬खͱ߈๷͢Δָ͠͞΍تͼΛຯΘ͏
զ͕ݻࠃ༗のจԽɺੈ ք֤஍Ͱのීٴ

Ͱ͸ͳ͘ɺٕ͚ͩ͢ࢦのউഊΛ໨߹ࢼ ೳの習ಘΛ௨ͯ͠
ྱ๏Λ਎ʹ෇͚Δʢࣗܗݾ੒ʣ

ٕ͕͋Γɺٕ Λ͔͚ΔͨΊʹ͸ମ͞͹͖のํ࢓
ଞਓのݹܤΛͯݟ学Ϳ

ओͱͯ͠ॠൃྗɺහডੑɺ޼៛ੑ
๷ʹඞཁͳٕज़ͱのؔ࿈ͤͨ͞ิॿӡಈ౳͔Β߈
ΊΔɻࣗߴ のಈ͖΍஥ؒのಈ͖ํの෼ੳݾ
༺׆తͳ஌ࣝ΍ٕೳのૅج

学習՝୊΁のऔΓ૊Έํの޻෉
学習৔໘ʹద༻ɺԠ༻͢Δ޻෉

˞શ೔ຊ剣道࿈ 「ໍ剣道授業ࣄ例ू」࡞੒෦ձʹΑΔਤࣜԽ
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２章　学習ࢦಋཁྖの಺༰ʢ剣道ʣ

■武道（剣道）〔第１学年及び第２学年〕
〔学習指導要領の内容〕

（1）�次の運動について、技ができる楽しさや喜びを味わい、基本動作や基本となる技ができる

ようにする。剣道では、相手の動きに応じた基本動作から、基本となる技を用いて、打っ

たり受けたりするなどの攻防を展開すること。

（2）�武道（剣道）に積極的に取り組むとともに、相手を尊重し、伝統的な行動の仕方を守ろうとする

こと、分担した役割を果たそうとすることなどや、禁じ技を用いないなど健康・安全に気を配る

ことができるようにする。

（3）�武道（剣道）の特性や成り立ち、伝統的な考え方、技の名称や行い方、関連して高まる体

力などを理解し、課題に応じた運動の取り組み方を工夫できるようにする。

４ 評価について

●武道（剣道）の評価規準に盛り込むべき事項��ʢฏ੒��年��݄ɿڭཱࠃҭ੓ڀݚࡦॴڭҭ՝ఔڀݚηϯλʔʣ

ӡಈ΁の
ؔ৺・ҙཉ・ଶ౓

ӡಈʹ͍ͭͯの
൑அ・ߟࢥ ӡಈのٕೳ ӡಈʹ͍ͭͯの

஌ࣝ・ཧղ
武道（剣道）の楽しさや喜びを
味わうことができるよう、相手
を尊重し、伝統的な行動の仕
方を守ろうとすること、分担し
た役割を果たそうとすることな
どや、禁じ技を用いないなど健
康・安全に留意して、学習に積
極的に取り組もうとしている。

武道（剣道）を心豊かに実践
するための学習課題に応じた
運動の取り組み方を工夫して
いる。

武道（剣道）の特性に応じて、
攻防を展開するための基本動
作や基本となる技を身につけ
ている。

武道（剣道）の特性や成り立
ち、伝統的な考え方、技の名
称や行い方、関連して高まる
体力、試合の行い方を理解し
ている。

●武道（剣道）の評価規準の設定例 　　　 ͸ɺʤ第̏学年ʥͱのൺֱ෦෼

ӡಈ΁の
ؔ৺・ҙཉ・ଶ౓

ӡಈʹ͍ͭͯの
൑அ・ߟࢥ ӡಈのٕೳ ӡಈʹ͍ͭͯの

஌ࣝ・ཧղ
①武道（剣道）の学習に積極
的に取り組もうとしてい
る。（愛好）

①技を身に付けるための運動
の行い方のポイントを身に
つけている。

①相手の動きに応じた基本動
作が出来る。

・中段に構えること。
・歩み足や送り足をすること
・面や小手を打ったり受けた
りすること。

②相手の動きに応じた基本動
作が出来る。

・胴を打ったり受けたりするこ
と。
③相手の動きに応じた基本と
なる技が出来る。

・二段技（小手－面）
・引き技（引き面）
・抜き技（小手抜き面）
④相手の動きに応じた基本と
なる技が出来る。

・二段技（面－胴）
・引き技（引き胴）
・抜き技（面抜き胴）

①剣道の特性や成り立ちにつ
いて、学習した具体例を挙
げている。

②相手を尊重し、伝統的な行
動の仕方を守ろうとしてい
る。（公正：自分を律する
克己の心を表すものとして
の礼儀）　

②課題に応じた練習方法を選
んでいる。

②剣道の伝統的な考え方につ
いて理解したことを言った
り書いたりしている。

③分担した役割を果たそうと
している。（責任）

③仲間と協力する場面で、分
担した役割に応じた協力の
仕方を身につけている。

③技の名称や行い方につい
て、学習した具体例を挙げ
ている。

④仲間の学習を援助しようと
している。（協力）

④学習した安全上の留意点を
他の練習場面に当てはめて
いる。

④剣道に関連して高まる体力
について、学習した具体例
を挙げている。

⑤禁じ技を用いないなど健
康・安全に留意している。
（健康・安全）

⑤試合の行い方について学習
した具体例を挙げている。

⁞ධՁن४
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●武道（剣道）の評価規準に盛り込むべき事項　ʢฏ੒ �� 年 �� ݄ɿڭཱࠃҭ੓ڀݚࡦॴڭҭ՝ఔڀݚηϯλʔʣ

ӡಈ΁の
ؔ৺・ҙཉ・ଶ౓

ӡಈʹ͍ͭͯの
൑அ・ߟࢥ ӡಈのٕೳ ӡಈʹ͍ͭͯの

஌ࣝ・ཧղ

武道（剣道）の楽しさや喜
びを味わうことができるよ
う、相手を尊重し、伝統的
な行動の仕方を大切にしよ
うとすること、自己の責任
を果たそうとすることなど
や、健康・安全に留意して、
学習に自主的に取り組もう
としている。

生涯にわたって武道（剣道）
を豊かに実践するための自
己の課題に応じた運動の取
り組み方を工夫している。

武道（剣道）の特性に応じて、
攻防を展開するための得意
技を身につけている。

伝統的な考え方、技の名称
や見取り稽古の仕方、体力
の高め方、運動観察の方法、
試合の行い方を理解してい
る。

●武道（剣道）の評価規準の設定例 　　　 ͸ɺʤ第１学年ٴͼ第２学年ʥͱのൺֱ෦෼

ӡಈ΁の
ؔ৺・ҙཉ・ଶ౓

ӡಈʹ͍ͭͯの
൑அ・ߟࢥ ӡಈのٕೳ ӡಈʹ͍ͭͯの

஌ࣝ・ཧղ

①武道（剣道）の学習に自
主的に取り組もうとして
いる。（愛好）

①自己の技能・体力の程度
に応じた得意技を見つけ
ている。

①相手の動きに応じた基本
となる技が出来る。

・二段技
　（小手－胴、面－面）
・引き技（引き小手）
・出ばな技
　（出ばな面、出ばな小手）
・すり上げ技
　（小手すり上げ面）

②既習技の中から、得意技
を見つけ、定着させ、相
手との攻防に生かすこと
が出来る。

③相手の構えを崩し、相手
の技に対して応じ技を繰
り出すなどの攻防ができ
る。

①剣道の伝統的な考え方に
ついて、理解したことを
言ったり書き出したりし
ている。

②相手を尊重し、伝統的な
行動の仕方を大切にしよ
うとしている。
　（公正：自分を律する克己
の心を表すものとしての
礼儀）

②提供された攻防の仕方か
ら、自己に適した攻防の
仕方を選んでいる。

②技の名称や見取り稽古の
仕方について学習した具
体例を挙げている。

③自己の責任を果たそうと
している。（責任）

③仲間に対して、技術的な
課題や有効な練習方法の
選択について指摘してい
る。

③剣道に関連した体力の高
め方について、学習した
具体例を挙げている。

④互いに助け合い教え合お
うとしている。（協力）

④健康や安全を確保するた
めに、体調に応じて適切
な練習方法を選んでいる。

④運動観察の方法について、
理解したことを言ったり
書き出したりしている。

⑤健康・安全に留意してい
る。（健康・安全）

⑤剣道を継続して楽しむた
めの自己に適した関わり
方を見つけている。

⑤試合の行い方について、
学習した具体例を挙げて
いる。

■武道（剣道）〔第３学年〕
〔学習指導要領の内容〕

（1）�次の運動について、技を高め勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、得意技を身に付けること

ができるようにする。

　　剣道では相手の動きの変化に応じた基本動作から、基本となる技や得意技を用いて、相手の

構えを崩し、しかけたり応じたりするなどの攻防を展開すること。

（2）�武道（剣道）に自主的に取り組むとともに、相手を尊重し、伝統的な行動の仕方を大切に

しようとすること、自己の責任を果たそうとすることなどや、健康・安全を確保すること

ができるようにする。

（3）�伝統的な考え方、技の名称や見取り稽古の仕方、体力の高め方、運動観察の方法などを理解し、

自己の課題に応じた運動の取り組み方を工夫できるようにする。
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■指導と評価の一体化
●指導したことを評価する

① ｢学習指導要領」に基づいた指導をする。

②学習評価においても学習指導要領等の改訂の趣旨を反映する。

③学校の実態を踏まえ創意工夫を活かす学習評価を促進する。

●観点別学習状況評価の在り方

①学校教育法で定める学力の３つの要素に合わせ、保健体育の評価は４観点で実施する。

②「技能・態度」については教えて育てて評価する。

③「知識、思考・判断」については教えたら忘れないうちに評価する。

●学習評価が次の指導に活かされる

①どのような生徒を育てたいのか、めざす生徒像を明確にする。

②何を身に付けさせるか、指導内容の明確化・重点化を心がける。

③指導内容をどのように指導するのか、指導方法を工夫する。

④指導の結果どのように身に付いたか、実現状況の把握をする。

●指導の改善……身に付いていなければどのような改善を図るか

①目標レベルは「学習指導要領」に適合したものであったか。

②学習内容を身に付けさせるための指導方法は適切であったか。

③学習活動に即した評価規準の設定レベルは高すぎたり低すぎたりしていなかったか。

●生徒の主体的学びを高める評価の工夫

①生徒が学ぶべき目標を明確にするとともに、１時間に指導する内容（目標）が２つ以上に

ならないように配慮する。

②生徒同士による相対評価・生徒自身による自己評価などがあり、評価規準をもとに生徒の

実態を考慮し観察や発表、ワークシート・学習カードなどを活用し評価を行う。

③学習カードは、個人やグループの目標やめあてを明記し、記録の整理・比較（グラフ化）・

振り返りなど学習の伸びや課題が明記され評価できるように工夫する。

ᶃૅجత・جຊతͳ஌ࣝɺٕ ೳ

ʹ՝୊Λղܾ͢ΔͨΊͯ͠༺׆ᶄ͜ΕΒΛ「൑அ・ߟࢥ」
　ඞཁͳྗߟࢥ・൑அྗ・දྗݱ

ᶅओମతʹ学習ʹऔΓ૊Ήଶ౓

「ؔ৺・ҙཉ・ଶ౓」

「஌ࣝ・ཧղ」

「ӡಈのٕೳ」

 ධՁのࡏΓํ
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１ 剣道の学習内容と留意点

　剣道の基本動作を正しく身に付け、技の指導については「有効打突（一本）」を目指し、基本

となる技や得意技を習得させます。そして、攻防の楽しさを味わう体験を通して互いに高め合え

る指導を心がけます。また、専門的な剣道用語が耳慣れないので、やさしい言葉でわかりやすく

伝える工夫も大切です。

（１） 技能 … 武道（剣道）の対人性を生かす
　剣道は、江戸時代から受け継がれてきた我が国固有の「身体運動文化」であり、｢対人運動」

であるといわれています。

　技能では、｢対人性」を大切にして行います。剣道は相手と正対し、相手と気を合わせて行います。

剣道特有の打つという動作、しかも相手の変化に応じてどのようにして、どんなタイミングで打

つのか、また、相手との間合（距離）や間（時間）といった特性を重視して指導を行います。剣

道の技能の目標は対人性を意識しながら ｢基本となる技」を用いて、相手と攻防の楽しさや喜び

を味わうと示されています。

（２） 態度 … 伝統的な行動の仕方
　態度では、伝統的な行動の仕方を学びます。技づくりや攻防を行う中で、時にはつらさを感じ

ることもあるかもしれませんが、それを自他共に理解することで、冷静さや思いやりが大切にな

ることを理解します。これを礼（禮）という行動で表します。なぜ、礼をするのか、どんな気持

ちで礼を行うのか、礼の意味や大切さを理解しながら礼の形をくり返すうちに、自然に心から相

手を尊重し、丁寧な形を表現できるようになることを目指します。

　態度育成は、人づくりと直結し重要な学習です。特に以下の点をふまえた指導が必要となります。

①�剣道は相手と正対しますが、ただ正対するだけではありません。礼を行うときも、攻防を行う

ときも、相手と目を離さず、相手の目を見て心を通わせます。これは人との関わりを大切にし、

相手と真剣に向き合う態度を育みます。

②�健康や安全に配慮することで、相手への気遣いや感謝の心を育みます。

③�技づくりや攻防の学習では、勇気を出し自分の意志で発声して打ち込み技を表現します。そし

て、技が決まる楽しさや喜びから感動が生まれます。

指導の実際３章
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（３）知識、思考・判断 … 伝統的な考え方を身に付ける
　剣道での学習の知識、思考・判断は伝統的な考え方から学びます。剣道の運動課題は「有効打

突（一本）」を目指します。この有効打突の条件が気剣体の一致です。剣道は勝ち負けだけでは

なく技術を身につけ、更に「学び」があるということを知るということです。

２ 礼を重視する指導

・伝統的な行動の仕方を学ぶ…礼法（禮
れい

）���

　武道の伝統的な考え方、その一つに気持ちを込めて礼を行うことで、相手を尊重し感謝する態

度を学ぶことがあります。礼の旧字体は豊かさを示す「禮」と書きます。つまり礼法とは、周囲

の人や環境への敬意や感謝の気持ちを、決められた作法で表すことです。剣道は「礼に始まり、

礼をもって行い、礼に終わる」ことを知り、心を込めた端正な礼法を行うことを通じて、心豊か

な人を目指すよう心がけましょう。

　授業では、単に礼の作法を教えるのではなく「なぜそうするのか」「なぜそうなるのか」といっ

た礼の意味を指導し、心のこもった礼をくり返す中で、礼法が生徒たち自身のものになっていく

ように指導しましょう。

・座
ざ

礼
れい

　　正座の姿勢で礼をすることを「座礼」といいます。

　方法

　　①正座の姿勢で相手に注目します。

　　②背筋を伸ばしたまま腰から上体を前方に傾けつつ、両手を同時に床につけます。

　　③�肘を曲げながら静かに頭を下げる。およそ一呼吸程度その姿勢を保った後、静かに元の正

座の姿勢に戻して相手に注目します。

○手の平は図のように置くよ
うに指導しましょう。
○礼をした時に※の方向に鼻
先が向くように指導しま
しょう。
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指導上の留意点

　⑴�　体を前傾する時に背筋を伸ばし、ことさら首を曲げたり臀
でん

部
ぶ

（お尻）を上げたりしないよ

うに指導しましょう。

　⑵　両手は同時に床につけ、同時に床から離すように指導しましょう。

・授業での礼—相手を尊重する、自己を律する礼—（感謝、思いやり、惻
そく

隠
いん

の情
じょう

など）

　特に試合による学習では、相手との勝ち負けを競うことから、真剣な姿勢・態度で取り組むこ

とが大切です。

　しかし、勝ち負けの結果だけに捉われすぎ、感情的になることは避けたいものです。つまり、

相手との攻防の中で有効打突（一本）が得られたことなどに対する喜びや達成感などを味わうと

同時に、相手の心の中にある「悔しさ・痛み・情けなさ」などについて学び考える機会となりま

す。指導者としてここは見逃してはならない場面であり、剣道の持つ教育力、精神性に迫ること

ができるところです。生徒にとっても自制しつつ相手を尊重して礼を行う意味を体験によって理

解できる場面でもあります。

・日常生活における礼について

　生徒たちの礼の経験については、家庭の中で「おはようございます・いってきます・おやすみ

なさい」など家族と交わしている日常の挨拶が多くを占めています。

　学校生活の中では、授業の始まりと終わりの礼、入学式・卒業式の儀式の礼等が挙げられます。

それぞれ目的に応じて行い方が違うことは、今までの経験から理解できていると考えられます。

　しかし、座礼については生活様式の変化もあり未経験の生徒が多く、授業での経験は大変貴重

です。「伝統的な考え方や行動の仕方」として、学習した礼法を日常生活に活かすように指導し

ましょう。

・礼の行い方…正
せい

座
ざ

「左
さ

座
ざ

右
う

起
き

」、座り方、立ち方

　座礼と立礼の行い方ができるように指導します。

　座礼の際は、正座をしますがその時の立ち座り

は「左座右起」で行います。

　特に目付については、誰に対してどんな気持ち

で行うのか考えさせ、そのためにどこを見るのか

留意し、指導をすることが大切です。

　端正で丁寧な心のこもった礼の指導を心掛けし

ましょう。

剣道修正���������3
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・礼の行い方…立
りつ

礼
れい

、座礼

①場に対する礼

　靴を脱ぎ揃えて置き、素足になります。学習

活動の場所に対して、正面に向かって約 30 度

前傾させる立礼を行います。入場時は学習活動

をしっかり安全に行う意気込みで「お願いしま

す」、退場の時は安全に自分を高められたこと

への感謝の気持ちで「ありがとうございました」

と発声をしましょう。

②先生に対しての礼

　教え育んでくれる先生への礼は、今日の学習

を頑張りますという決意の気持ちを込めて「お

願いします」、終礼は教えていただいた感謝の気

持ちで「ありがとうございました」と元気よく

大きな発声をしましょう。

③相互の礼

　生徒同士で座礼を行います。お互いに学び、

高め合う仲間への礼で、「今日も仲良く頑張ろう

ね」「今日も協力してくれてありがとう」といっ

た気持ちを込めて「お願いします」や「ありが

とうございました」という発声をしましょう。

立礼は、目線を外さない目礼で約 15 度の前傾

をします。
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（1）打ち方の指導効果を上げるために、節度のある隙の与え方・受け方を徹底させます。

（2）習熟度に応じた実践的な約束練習・反復練習・判定試合などで技の定着を図ります。

（3）�学習集団の編成については、ねらいや技能の程度に応じた適切な班編成でより効果的な学

習が期待できます（※一斉学習・ペア学習・グループ学習・能力別学習・課題別学習）

（4）相手との距離（間合）に注意し隙を見つけ、相手を怖がらずに打たせます。

（5） �学習形態の工夫として「観る→見て待つ→行う」を行うことで、見取り稽古や生徒同士の

評価ができます。この方法は本時の課題をより深め、学習の定着を図ることが期待できます。

・より効果的な展開に向けて、アクティブ・ラーニング（AL）の導入

　�　アクティブ・ラーニングの育成すべき資質・能力の３つの柱は、現行の学力の三要素を発展

させた次の３点です。

ຊͱͳΔٕ΍ಘҙͳٕΛ࿅習ج

ᶃ　໿ଋ࿅習ʢ໿ଋݹܤʣ

ᶄ　ଧͪࠐΈ࿅習ʢଧͪࠐΈݹܤʣ

ᶅ　͔͔Γ࿅習ʢֻ͔Γݹܤʣ

ᶆ　ࣗ༝࿅習ʢݹܤ֨ޓʣ

ग़དྷӫ͑΍ԋ෢ੑΛຯΘ͏・ݱΛ਎ʹ෇͚ɺٕのද࡞ຊಈج

ࣗ༝࿅習ʢݹܤ֨ޓʣͰ͘͝؆୯ͳࢼ߹ͳͲͰ߈๷のָ͠͞ɺੑٕڝΛຯΘ͏

➡
➡

技を体得させるための学習

―技ができる楽しさから競い合う楽しさへ発展させる―

３ わかる、できる、安全に楽しく学ぶ剣道授業

何を知っているか
何ができるか

個別の知識・技能

どのように学ぶか（アクティブ・ラーニング）

学習評価の充実、カリキュラム・マネジメントの充実

思考力・判断力・表現力等

主体性・多様性・協働性
学びに向かう力
人間性 など

知っていること・できることを
どう使うか

どのように社会・世界と関わり、
よりよい人生を送るか
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この３つの柱を受けて次の３つの視点を基本としています。

˓「ਂ͍学ͼ」ʜʜʜ習ಘ・׆༻・୳ٻͱ͍͏学習ϓϩηεの中Ͱɺ໰୊ൃݟ・ղܾΛ೦಄ʹ͓͍ͨਂ͍学ͼのաఔ͕࣮
Ͱ͖͍ͯΔ͔ݱ

˓「ର࿩తͳ学ͼ」ʜଞऀͱのڠಇ΍֎քͱの૬࡞ޓ༻Λ௨ͯࣗ͡Βの͑ߟΛਂ͛޿ΊΔɺର࿩తͳ学ͼのաఔ͕࣮ݱͰ
͖͍ͯΔ͔

˓「ओମతͳ学ͼ」ʜࢠͲ΋͕ͨͪݟ௨͠Λ࣋ͬͯ೪Γ͘ڧऔΓ૊ΈɺࣗΒの学習׆ಈΛৼΓฦͬͯ࣍ʹͭͳ͛Δɺओମ
తͳ学ͼのաఔ͕࣮ݱͰ͖͍ͯΔ͔Ͳ͏͔

　剣道のアクティブ・ラーニングへの対応については、「思

考力・判断力・表現力等」を育成する場面での活用が想定

できます。先生が一方的に指導する一斉指導型の授業から、

２人組、小集団の学習形態を効果的に行いながら協働意識

を高め、より主体的に授業に臨むことが期待されます。

　例えば、

①指導案（６／１０）

　課題「一本打ちの技（正面・小手・胴）を有効打突一本

に決めよう」では、「技の出来栄えを評価する場面」で、

自分の動きを見ることができないので、仲間のよい動きや

比較するなど、教え合ったりする活動が想定できます。

②指導案（７／１０）

　課題「二段の技（小手→面・小手→胴）を有効打突一本

に決めよう」では、「二段の技を対人で練習する場面」で、連続して打つ時のポイントに気づき

教え合う、発表し合う活動が想定できます。

　思考・判断・表現については、「表現」の内容が追加され「相手に伝える」という内容が想定

されます。このように、子どもたちが課題に向き合ったとき、課題追求の関心・意欲を高める動

機づけに留意することや、思考・判断の場面においては、考えるための材料が前提なので、既習

の知識・技能をもとに思考するということがわかる表記にするようにします。自分の考えをしっ

かり持ち、仲間との対話によって考えを深め、高め合う協働の活動が想定できます。学びに向か

う力（態度）については、体育分野の現行の態度を充てること。また、日本固有の武道の考え方

に触れることができるよう、指導内容等についても更にわかりやすく明確にしていくことが必要

です。

○評価

ؔ৺・ҙཉ・ଶ౓
・ҙཉΛ΋ͬͯੵۃతʹ࿩͠߹͍ʹऔΓ૊΋͏ͱ͍ͯ͠Δ
・૬खΛଚॏ͠ɺ఻౷తͳߦಈのํ࢓ΛकΖ͏ͱ͍ͯ͠Δ
・෼୲ͨ͠໾ׂΛՌͨͦ͏ͱ͍ͯ͠Δ

൑அ・ߟࢥ
・ਖ਼͍ٕ͠Λ਎ʹ෇͚ΔͨΊのϙΠϯτΛݟ෇͚͍ͯΔ
・҆શ্のཹҙ఺Λ学習৔໘ʹ౰ͯ͸Ί͍ͯΔ
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（１）剣道授業における楽しい動機付け（体ほぐしの運動の活用）

　体ほぐしの運動は、手軽な運動や律動的な運動を通して、自分や仲間の体の状態に気づいたり、

体の調子を整えたり、仲間と交流を深めたりすることを目的としています。

　剣道の学習においても、導入時に体を動かす楽しさ

や心地よさを味わわせながら、学習を進めていくこと

が大切です。例えば、心を解放し体の状態を知り整え

るために、方向や速さを変化させた自由な動きの足さ

ばきや、手刀（手を竹刀と想定する）での上下振り・

斜め振りなど様々な運動が挙げられます。また、ペア

で行う運動を取り入れることで、対人性を感じさせ、

仲間との信頼関係を深めつつ、主運動へつなげる運動を工夫しましょう。

（２）対人性を活かした楽しい動機付け

໊　শ ํ͍ߦ ͶΒ͍・ཹҙ఺

剣道じゃんけん

お互いに手刀で構え、「ヤー」の掛け声をかけた直
後、素早く面・小手・胴いずれかの部位に手を置
きます。相手はつられて同じ部位に置いたら負け
です。この運動は剣道の打つ部位を知ることと相
手と息を合わせることが理解できます。

状況に応じて素早く反
応するゲーム

�手拭い切り

相手は縦長に２回折った手拭いを肩の高さで水平
に、両手で持ちます。その手拭いを手刀で上から
下へ切り落としたら勝ちです。相手は手拭いを落
とされないように瞬間的に握ります。この運動は
刃筋や目付けの大切さなどが理解できます。

手拭いを見るのではな
く、相手の目を見て行
わせる

パートナーをさがせ
（目隠し相手さがし）

約５〜１５人組の複数ペアで行います。目隠しを
したパートナーを中央に立たせ、一斉に大声で相
手の名前を呼んで、自分の場所までなるべく早く
誘導します。大きな発声を促します。

大きな発声を促す

（３）遊びの体験

　導入段階で、打つ、振る動作などの武道的素養となる遊びの体験による剣道と類似した運動を

取り組ませる方法があります。その後は体さばき・踏み込み動作・手刀の攻防などの動きづくり

を毎時のはじめに取り入れ、基本的動作を定着させます。具体的な例を紹介します。

⁞�ஈ֊తͳ学習ʢ剣道授業ʹ͓͚Δָ͍͠ಈػ෇͚ʣ

剣道修正イラスト�剣道修正イラスト�

剣道修正����������
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࡞ຊಈج 

ମ　ݧ ํ　๏

新聞切り
木刀や竹刀を使って新聞を切る体験です。２人で新聞を持ち、足は移動させ
ずに上から真っ直ぐに竹刀を振り下ろさせます。この体験は手の内の作用や
刃筋、正中線などについて感じとることができます。
※床を叩かない、周囲に人が居ないことを確認するなどを指導し安全への配
慮も心がけましょう。

新聞球打ち

トスアップされた新聞球を打つ体験です。
手の内の作用や出ばな技の起こりを捉えることにつながります。
また、踏み込み足（右足を踏み込む）で行うと左足の引きつけの要領が分か
ります。

竹刀による
ボール打ち 竹刀で繰り返してボールの中心を打ち、弾ませます。これは手の内の作用が

理解でき、正中線を外さずに打つことや刃筋正しく打つことなどが身に付き
ます。さらに、小手を強く打つ等の痛い打ちを改善することに有効です。
※�ボールは保健体育の授業では大切な学習の道具です。竹刀で打ってもよい
ボールを選んで行う配慮も大切です。

（４）授業の導入段階において、発展的に基本動作を身に付けさせる事例

　導入段階で基本動作である構え、自然体・中段の構え・体さばき・足さばき・目付・残心など、

剣道の基本動作を正しく身に付けさせます。体育の授業では、健康・安全のためや心身のほぐし

のためにも、３分間走などで脈拍数をあげてから準備体操を行い、主運動に移行します。導入の

準備運動の中で剣道の技能を身に付けるために、限られた授業時間の中では短時間で効果的に基

本技能を身に付けましょう。また準備体操として、竹刀体操を行ってみることも肩関節の可動範

囲が広がるなどの効果が期待できます。加えてそのまま素振りに移行もでき、活動時間の確保に

もつながるでしょう。

໊　শ ಈ　࡞

足の位置と着き方

①ひざと足のつま先は、相手に向ける
　重心は均等に置く

②左足のかかとは上がっている
　送り足で左足を引きつける

① ②
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໊　শ ಈ　࡞

送り足、踏み切り足、
踏み込み足の基本動作
について

　送り足は、あらゆる方向に素早く移動する場合や打突の場
合の足さばきです。
　剣道では、身体を素早く移動させるために、力強く床を蹴
ります。この床を蹴る後足を踏み切り足といいます。
　踏み込み足は、打突する時、身体を安定させ移動させるた
めに、右（左）足裏全体で強く床面を踏み付ける前足のこと
をいいます。

基本動作を習得させる運動
①�目線を一定の高さに保ち、背筋を伸ばした美しい姿勢の状
態から手刀で構えます。送り足で「ヤー、ヤー、ヤー」の
発声で３歩前進します。

②�正面の場合は、「メン、メン、メン」と発声を伴い、手刀で
面は頭の上から肩の高さでまで振り上げと振り下ろしをく
り返しつつ、送り足でさらに３歩進みます。

③�「ヤー」の発声を伴いながら 1歩送り足で、前に攻める。
　「メ〜ン」と発声を伴って振り下ろしつつ踏み込み足で前進
　します。
※踏み込み・踏み切り動作を身に付ける事例の紹介
ツーステップで右足から移動しつつ発声は「イチとニ」、
次に左足を前に出しつつ発声は「サンとシ」、最後は「メ
ン」と発声しつつ右足を踏み込み、送り足でさらに前進
します。

④�送り足で５歩程度前進した後、振り返って手刀で構えて残
心を示します。基本的な動作を指導する際も、残心をしっ
かりと示す習慣づけを図りましょう。
※学習の進度に合わせて正面・小手・胴・小手→面・小手→胴、
引き面・引き胴などの技を選択します。

※この動作が身に付いてきたら竹刀を持って発展させて行い
ます。

�手刀による攻防
　相手と気を合わせ、自分の考えた技で攻防を楽しみます。
①�手刀で先生と正対し、発声を伴い攻め合います。先生の出
す技に対して素早く反応し、その瞬間に自分の技を出しま
す。３０秒程度行います。

②�学習が進むにしたがって、正面に対しては小手や胴を打っ
たり、小手に対しては小手→面や小手→胴などの連続技で
対応したり、さらに出ばな小手や抜き胴などを選択させる
など、技を出す機会を体験していきます。構えや足さばき、
体さばき、目付、攻め、気迫のこもった発声、残心など指
導内容を発展させ行います。

剣道修正イラスト3

剣道修正イラスト3

剣道修正イラスト3

剣道修正イラスト3
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竹刀の名称

　竹刀の先端を剣
けん

先
せん

といいます。両手で持つ部分を柄
つか

といい、
柄の先を柄

つか

頭
がしら

といいます。柄の上側には鍔
つば

があります。剣先
から鍔にかけて弦が張ってあり、弦の反対側を刃

じん ぶ

部といいま
す。全長の 1/4 の場所に中

なか

結
ゆい

があり中結から剣先までの部分
を物
もの

打
うち

といい、この物打で打突します。

�竹刀の持ち方

　竹刀の正しい持ち方は、左手の小指を柄頭いっぱいにかけ
て上から軽く握ります。小指、薬指を締め、中指を軽く締め
ます。人差し指と親指は、軽く添えるようにします。親指は
下方に向くようにします。
●右手は鍔

つばもと

元を持ちます
●左手は柄頭を持ちます

構え方

納め方

　「中段の構え」は、すべての構えの基礎となる構えで、攻防
の変化に応じるのに最も都合のよい構え方です。
　竹刀を持つときは、この自然体より右足をやや前に出しま
す。
　左拳は、下腹部へそ前より、およそひとにぎり前に、絞り
さげた状態に位置します。左手親指の付け根の関節がへその
高さ、左拳はへそより少し低い位置になるようにします。
　両肘は張りすぎず、すぼめすぎず、伸ばしすぎず、そして
力を入れすぎないようにゆとりを持たせて構えましょう。剣
先は、その延長が相手の両眼の中央、または左目の方向を向
くようにします。

　基本の構え「中段の構え」で大切なのは目付です。目の高
さを常に一定に保ち、相手の目を中心に姿全体を見るように
することです。一箇所だけにとらわれると、目標が移動する
たびに目が動き、心も動揺してしまいます。また、膝の向き
を相手に対して常にまっすぐにし、開かないように注意しま
しょう。

×

剣
先

先
革

中
結 弦

鍔鍔
止
め

柄

柄
革
柄
頭

け
ん
せ
ん

さ
き
が
わ

な
か
ゆ
い

つ
る

つ
ば

つ
ば  

ど

つ
か

つ
か
が
わ

つ
か
が
し
ら

物打
ものうち

｛
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素振り ●左手の小指、薬指、中指を緩め
ないように心がけます

　素振りには上下振りや斜め振り、正面素振りや跳躍素振り
などがあります。
　肩の力を抜いて左拳が髪の生え際からひと拳のあたりまで
まっすぐに振り上げます。この時、竹刀と床面の角度が約 45
度になるように左小指をゆるめないようにしましょう。
　そして、剣先の軌跡が大きな円弧を描くように振り下ろし
ます。はじめはゆっくり、大きく、確実に行い、慣れてきた
ら早く振り下ろしてみましょう。
　最終的には、振り上げと振り下ろしが一拍子になると理想
的です。

�①一
いっそくいっとう

足一刀の間合

②遠い間合（遠間）

③近い間合（近間）

①�間合とは、自分と相手との距離のことです。
　�　これは、「一足一刀の間合」と呼ばれる剣道の基本的な間
合です。一歩踏み込めば、相手を打突でき、一歩下がれば
相手の攻撃をかわすことのできる最も大切な間合です。

②�一足一刀の間合より遠い間合であり、相手から打ち込まれ
ても届かない距離であるとともに自分の打突もとどかない
距離です。

③�一足一刀の間合より近い間合であり、自分の打突が容易に
届く距離であるとともに、相手からも打ち込まれやすい距
離です。

打ち方

①�面は、右拳は肩、左拳はみぞおちの高さで肘を自然と伸ば
し打ったときの姿勢を取ります。はじめに、必ず相手が受
ける竹刀に物打が届く距離を確認します。その場で両腕の
間から相手の打突部位が見えるところまで振り上げ、「メン」
という発声を伴ってまっすぐ振り下ろして打ちましょう。

②�小手は、打突部位が見えるところまで振り上げ、「コテ」と
いう発声を伴ってまっすぐに振り下ろして打ちましょう。

③�胴は、両腕の間から相手全体が見えるところまで振り上げ、
頭上で手を返えし「ドー」という発声を伴って打ちましょう。

①面

③胴

②小手

剣道修正����������

剣道修正����������

剣道修正����������
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打たせ方

①�面の打たせ方は、弦
つる

を下にして竹刀を持ちます。右手は鍔
つば

に合わせ、肩幅の位置より一握り外に左手を添えます。竹
刀が相手の頭の高さになるように肘を伸ばして受けます。

②��小手の打たせ方は、弦を下にして竹刀を持ちます。右手は
鍔に合わせ、中結の内側に左手を添えます。竹刀が臍

へそ

の高
さになるように肘を伸ばして受けます。

③�胴の打たせ方は、安全性を考慮して右手で鍔近くを持った
まま、斜めに竹刀を持ちます。

　�　鍔の位置が腰より低くなるようにし、弦を内側にして、
右脇腹を隠すように右肘を伸ばして受けます。

竹刀を用いて基本動作を身に付ける例（リズム剣道）

　剣道の初心者に指導する際に最も大切なのは、「竹刀の持ち
方」「中段の構え」そして「竹刀の振りかぶりと振り下ろし」
です。特に、竹刀の振り上げは、左拳の使い方を指導しないと、
腕力にまかせた振り上げ・振り下ろしになり、いわゆる「痛
い打ち方」になってしまいます。
　そこで、そうした剣道の基本や大切なことを音楽のリズム
に合わせて自然に体得できるように考案されたのが、リズム
剣道です。音楽に合わせ、打つ動作をスムーズに、リズミカ
ルに行い、気剣体が一致した打突の基本動作を身につけましょ
う。

�対人で一連の基本動作（師匠と弟子）

　面を着装する前にこの動きを対人で、送り足から踏み込み
までの一連の動作を行うことにより間合（相手と自分の距離）
や体さばき・足さばき・送り足・踏み込み足が身につきます。
師匠（先生）役が号令をかけ、弟子（生徒）役が号令に従っ
て行います。
　打ちが終わるごとに相互に残心を示します。
※�一斉指導による先生の号令に従って、面・小手・胴の安全
な打たせ方を行います。
　打たせる人は、「面を打て」と声に出しながら隙を与えて
打たせるとよいでしょう。

①面

③胴

②小手
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　我が国は紐を結ぶ伝統的な文化をもっており、剣

道具の着装でその内容を体験できます。

　また、剣道具（防具）の着装が難しいなど、時間

を費やす課題を解決するため、安全に手早くできる

工夫を心がけ段階的着装の方法を指導しましょう。

・垂
たれ

と胴の着装の仕方

　垂を腰の位置に着けます。大垂を表にして帯を背面で交差し、腹部で結びます。胴の着装は初

めて剣道を経験する生徒にとっては難しいと思われます。通常、胴紐（上）から結びますが、胴

紐（下）を結び胴の高さを決めてから胴紐（上）を結ぶ方法もあります。授業の初期段階では、

胴紐（上）の結び方の簡易的な方法を紹介します。授業の初歩的な段階では、２人１組で補助し

合うとよいでしょう。最終的には剣道の伝統的な方法としての結び方を習得させましょう。

　　　　　【正式な結び方】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【簡易的な結び方】

・手拭いのかぶり方　

　初めて経験する生徒の手拭いのかぶり方は、帽子型を作って ｢手拭いをかぶる」方法がよいで

しょう。また ｢手拭いを巻く」方法も段階的に指導しましょう。

・面、小手の着装の仕方

　面は、手拭いがずれないように、あごの位置を決め、面紐がばらけないように押さえてかぶり

ます。面金の横金は通常 14本あり、上から６本目と７本目の広くなっている所を、物
もの

見
み

といい

ます。その物見から見るように調整して紐を締めます。結び目が大体目の高さになるように後頭

部で結びます。結んだ紐の長さを揃えるようにします。特に、面紐が長いため取り扱いを苦手と

する生徒がいます。慣れるまでは仲間と協力して着装を支援し合うこともよいでしょう。また、

面紐が長いため、面紐に３㎝程度に切ったホースを補助具として活用するなど着装方法を工夫し

ましょう。

　小手は左から着けます。小手に穴が空いたり紐がほどけたりしていないか確認し、安全なものを

使いましょう。

⁠剣道۩ʢ๷۩ʣの͋Δ৔߹の授業例
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１．その場で打突部位を3回打つ

２．一足一刀の間合から送り足で3回打つ

３．一足一刀の間合に攻めて入り、踏み込んで打ち抜ける→残心（往復）

　このような学習順序で技能の習得を目指します。学習の過程の中で生徒の実態を踏まえ、課題

に応じた学習の取り組み方を工夫することや、個の能力やつまずきに配慮し指導することが重要

であり、その状況に応じての適切な言葉がけや、段階的指導の導入も生徒の意欲化向上につなが

ると考えられます。

��ア．しかけ技��　一本打ちの技：正面、小手、胴の段階的な打ち方

　相手より先にしかけていく技を総称して、しかけ技といいます。その仕組みを見てみましょう。

自分と相手、それぞれ動きの中で、攻める気持ちで中段に構え、打つ機会をうかがいます。

・正面の打ち方
①�竹刀の物打の部分を面の上に乗せて、打つ位置と
姿勢を確認します。その場で何本か打ってみましょ
う。

②�小さく二歩下がったところから送り足で、大きく打
ちます。少しずつ距離を遠くしながら反復します。

③�遠
とお

間
ま

から中段の構えを取り、両腕の間から相手全体
が見えるところまで振り上げ、振りかぶったところ
から、「メン」という発声を伴ってまっすぐ振り下ろ
して踏み込んで打ち、残心を示します。

・面の打たせ方

　打たせるほうは、剣先を右に開き隙を与えます。
打たせたら体を右に一歩移動し、相手が直進できる
ようにします。
　打たせた後は、互いに肩がすれ違った方向にまわ
り、残心を示します。
※�最初は元立ちが「面を打て」または、「ハイ」と発
声し、打つ機会や隙を与えて行うと打ちやすいで
しょう。
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・小手の打ち方
①�竹刀の物打部分を相手の右小手の上に乗せ、打つ
位置と姿勢を確認します。
②�その場で何本か打ってみます。一歩下がったとこ
ろから送り足で、大きく打ちます。
③�振りかぶったところから、「コテ」という発声を伴っ
てまっすぐ振り下ろして踏み込んで打ちます。
④打つ時は、力加減に注意させます。

・小手の打たせ方

①�打たせる人は、剣先をやや上げて右小手を打たせ
た後、左後方へ一歩移動し互いに残心を示します。

・胴の打ち方
①�打つ位置と姿勢を確認します。その場で相手の右
胴を何本か打ってみます。
②�一歩下がったところから送り足で、大きく相手の
右胴を打ちます。
③�振りかぶったところから、踏み込んで打ちます。
送り足で一歩攻めて、相手の手元が上がった隙を
「ドー」の発声を伴い打ち込みます。

・胴の打たせ方

①�打たせる人は、手元を上げて打たせますが、移動
せず、打った人が右斜め前へ抜けていき、互いに
残心を示します。

・二段の技（連続技）　小手→面の段階的な打ち方
　　連続技の中から、「小手から面」を打ってみましょう。小手が受け止められたり、不十分であったり
　したときに、すかさず面に出る技です。
　　徐々に距離を取って、踏み込んで抜けていきます。徐々に早く、鋭く打ちます。

・小手→面の打たせ方
　　相手の攻めに対し、剣先を上げて右小手を打たせたら、
すかさず左足から一歩後退しながら上げた　剣先をわずか
に右に開き面を打たせます。

・その他のニ、三段の技（連続技）
　　その他の連続技には、面 → 面、面 → 胴、小手 → 面 →
胴などがあります。

　　打った技が不十分だと判断したら、連続して打っていけ
るように練習をさせましょう。

➡
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※体を右にさばく面抜き胴

➡

➡

��イ．応じ技��

　相手のしかけに対し、竹刀さばきと体さばきによって相手の技を封じ、隙を見つけて反撃し打

突する技を総称して応じ技と言います。

　お互いに打つ機会をうかがって攻め合います。

　そこで「さあ来い、打って来い」と間合いを詰めると相手がチャンスと感じ、打ちに出てきま

す。相手が面を打ってきたら、抜く、すり上げる、返す、打ち落とすなどして応じます。このと

きも、機会、間合、拍子などを考え判断し、素早くタイミングの良い打突で一本を取ります。

・抜き技　「面抜き胴」 　応じ技のひとつに抜き技があります。相手がしか
けてくる技に対して体をかわすなどして相手の技を
抜き、相手に空を打たせて技の尽きたところを打ち
ます。抜き技の中から「面抜き胴」は、正面打ちに
対してすれちがいざまに相手の左側に体をさばき、
右胴を打ちます。
＊�段階的な指導の例の行い方で、どこで ( 竹刀の打
突部 )、どこを ( 打突部位 ) どのように打つのか、
体さばきのポイントを簡単な言葉で分かりやすく
説明しましょう。その他の抜き技には小手抜き面
もあります。

・すり上げ技　「小手すり上げ面」

　相手が打ってくる竹刀をすり上げて方向を変え、
できた隙を打ち込む技です。

　小手すり上げ面は、自分の竹刀の右側・中程です
り上げるやいなや面を打ちます。
　すり上げるときは剣先が左回りの半円を描くよう
にすり上げるとスムーズに面打ちに移行できます。
最初のうちは、送り足で後ろに下がりながらすり上
げて安全に行いましょう。はじめは手刀でやってみ
るとよいでしょう。
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　しかけ技で重要なことは、自分から攻め、相手の変化に応じて素早く一本打ちの技を打ちます。

　また、相手が下がれば小手から面、相手が出てくれば小手から胴と続ける「二段の技」や「出

ばな技」も有効です。相手がその場で受ければ鍔ぜり合いから引き技、隙がなければ払い技とい

うように臨機応変に打つことが大切です。

・鍔
つば

ぜり合いの行い方

　鍔ぜり合いは、相手を攻撃したり、相手が攻撃を
加えてきたりした時に、互いに体が接近して鍔と鍔
とがせり合う状態をいいます。

��ア．約束練習（約束稽古）��

　攻防の展開をスムーズに行うためには、元立ち（打たせる人）とかかり手（打つ人）が、約束

をして技を完成させるそのための互いに高めあう技づくりの練習方法の例です。

��イ．打ち込み練習（打ち込み稽古）��

　元立ちの与える打突の機会を捉えて、適切な間合より正しい姿勢から大技で一本技や連続技や

引き技などを、織り交ぜながら正確に打ち込みます。

��ウ．かかり練習（掛かり稽古）��

　これまで習った技の本数や秒数を決めて、大きく、より早く、正しく連続して技を積極的に打っ

ていく練習方法です。

��エ．自由練習（互格稽古）��

　対戦形式の自由練習です。今まで学習した技を、相手と積極的に試し合います。

　・30秒×３セット＊（習熟度別グループ編成）
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　練習した技を試す、つまり確かめる場の工夫が必要です。学習指導要領解説には、中学校第１・

２学年の攻防の展開については「ごく簡単な試合」と記されています。

��ア．技の出来栄えの判定試合（正面、小手、胴）��

　学習した技の出来栄えを確かめる試合を行います。これは基本となる技が正しく身に付いてい

るか、判定基準を明確にし、互いに評価し合います。

　基本試合を５人リーグ戦で行い、判定基準も段階を追って判定の方法を示していくことで、審

判はどこが良かったのか、どうすればよいのかを学習カードなどを活用し行わせます。このよう

に、相互評価させて技を確かめることで有効打突の理解をより深めることができます。

＜有効打突（一本）の理解＞

有効打突の判定基準を、平易な言葉を用いて生徒相互に判定しやすい内容にしましょう。

①審判の仕方を明確に示す

⬅

◎判定基準

気 気　―　強く大きな声が出ているか

●　×　▲ 剣　―　打突部位を正しく打っているか

剣　　　体 体　―　美しい姿勢か（残心まで）

＊�判定試合…評価の観点を明確に示し、試合者のどこが良いか判定する

　＜審判の宣告＞　始め➡判定➡交代始め➡判定➡相互評価

＊相対試合…試合者のどちらが良いか判定する

　＜審判の宣告＞　始め➡交代始め➡判定➡

　○対○で○○さんの勝ち、勝負あり➡相互評価

②思考・判断

・打ち方が良いか判定する（打たせ方も見取れると

更に良い）

　生徒相互の評価は、学習における思考・判断の場

面でもあり、剣道試合のポイント確認や言語力・表

現力の向上にもつながります。生徒たちにとって有

効打突（１本）の理解と学習の深まりの場面でもあ

ります。

⁣͘͝؆୯ͳࢼ߹

※勇気を出して決断する

・�説明（なぜ、どこを改善すると
よくなる）
・具体的な言葉で
・前向きなアドバイス
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ʜʜʜଧಥ෦ҐΛେ͖͘໌֬ʹൃ੠͢Δؾ

剣ʜʜʜଧಥ෦ҐΛ஛౛のଧಥ෦Ͱ࣮֬ʹଊ͑Δ

ମʜʜʜޙ଍のҾ͖෇͚ɺదਖ਼ͳ࢟੎

�
�
�

࣌ؒతʹҰக͢Δͱ͍͏؍఺ͰධՁΛ

͢·͍ߦ

判定基準

➡ ➡ ➡

⁤剣道۩ʢ๷۩ʣの݁ଋ

※ 45秒の試合→交代 15秒（１分）

��イ．応じ技（面抜き胴）の判定試合��

①応じ技による判定試合（面抜き胴による３本勝負）

　4人〜 5人１組で、試合者２人のほか、判定を行う生徒１人、判定の可否を数える生徒１人と

し、一人一役という役割分担で行います。決められた本数・技を行い有効打突の多い方の勝ちと

なります。

��ウ．ポイント制の試合��

　すでに習った技や、本時に学習した技を活用して有効打突を時間内に何本取れるかを競う試合

で、試合のおもしろさ、攻防の楽しさを体感するのに適している方法です。

①役割分担を決め、審判が２人〜３人、試合者が２人の４人〜５人一組でリーグ戦を行います。

②試合時間は 30秒〜 45秒程度。

　その後判定・交代を 15秒で行います。引き分けはなしとし、両者ポイントがない場合は、試

合内容で大きな声や積極的な攻めがあった方を勝ちと判定します。

判定や相互評価の内容も、徐々にレベルが上がり

「打った」「打たれた」から「積極的な攻め」や「残

心」など試合内容まで判断できるようになります。

　これまでの事例は、スパイラル型の指導として紹

介しました。学習指導要領では、技術指導だけでは

なく「日本の伝統文化」とのかかわりとしても捉え

られています。

　学習の中で伝統的な考え方や、礼法の指導を通し

て「思いやりの心」を育むことも重要なことです。

　剣道具は次に使う人を思いやり、乾燥させることに配慮して、清潔さを保ち、整然と素早く丁

寧に結束・収納しましょう。
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１ 授業場所（武道場）の安全

��❶�床について（床板の傷や体育館の基礎金具の注意点）��

　床板は木製であるため板が割れたり反り上がったりすることがあります。

　また、体育館で行う場合は器具を設置するための基礎金具があることが多く、蓋などに足の指

等が入り込まないようにテープを貼り、一時的に穴をふさぎましょう。

��❷�周囲（窓ガラスなど）について��

　武道館や体育館の構造上近くに窓ガラスがある場合は、事前に保護するなどの措置を行い、危

険な場所の安全管理に努めましょう。

２ 剣道用具の安全

　剣道具を正しく着装することは、安全指導上、大切なことです。

　　（1）各紐を正しく結ぶように指導していますか。

　　（2）紐が切れそうになっていませんか。

　　（3）小手の手の内の皮が破れていて、指が見えていませんか。

安 全 管 理 は
学習の効果が上がるように！
事故を未然に防ぐために！

⁞�҆શͰਗ਼ܿͳ学習の৔ʢচʣΛ֬อ

 �授業લʹ͸஛౛΍剣道۩ʢ๷۩ʣの҆શ఺ݕ

⁠�ഁଛͨ͠剣道۩ʢ๷۩ʣΛઈର࢖༻͠ͳ͍

⁡�剣道۩ʢ๷۩ʣのҡ࣋؅ཧʢϝϯςφϯεʣ

安全管理・安全指導について４章
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３ 竹刀の安全

　竹刀の安全を学ぶ前に竹刀の名称を学習しておきましょう。剣道の安全上で一番大切なポイン

トは、竹刀の整備です。竹刀の弦が緩いと先革が抜け外れ、場合によっては、相手の面金の間へ

竹が入り込み重大な事故になる可能性があります。新しい竹刀は弦が緩く張ってあるものが多い

ので注意が必要です。

　弦の張りは、下図のように引っ張って離した時「ピンッ」と音がする適度な張りがよいでしょう。

　また、先革の縫い目がほつれたり、皮が裂けていたりすると大変危険で、重大な事故になりか

ねません。竹刀の点検は必ず毎時間行いましょう。

　竹刀の不備で最も多く考えられるのは、竹のささくれです。破片が目に入ったりして危険です。

場合によっては、竹が割れたり、内側部分にひびが入り折れたりすることもあります。

竹刀の安全管理

安全管理が事故を未然に防ぐ！

先革 中結

˔ઌֵ͕୹͍・͕ݭ؇Ήͱઌֵ͕ൈ͚ɺ
஛౛のϐʔε͕ൈ͚΍͘͢ͳΔɻ
˔ઌֵ͚ͩେ͖ͳ΋のʢ஛ͱઌֵ͕͋Θ
ͳ͍ʣΛ͚ͭΔの͸ݥةʂ
˔ۭಎの͋Δઌਊ͸ݥة ��

஛౛͸஛·ͨ͸શ೔ຊ剣道࿈ໍ͕ೝΊͨ
஛ʹ୅ΘΔԽ学੡඼の΋のͱ͢Δɻ
஛౛のߏ଄・௕͞・ॏ͞・ͭ͹ʢ௳ʣの
ଇͰఆΊΔɻࡉͳͲ͸ɺ֨ن

˔中͕݁؇ΜͰҐஔ͕ѱ͍ͱ஛ย͕ઌֵ͔Βൈ͚
΍͘͢ͳΔɻ
　ʦ஛౛શ௕の̐෼の１ʧ

؅ཧํ๏΋େ੾Ͱ͢ʂ
ಋࢦ͸ɺඞͣޙલ༺࢖
ऀ͕֬ೝΛʂ
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４ ケガの予防

��安全で効果的な授業のために��

　保健体育の授業は命を守ることと直結します。

　安全で効果的な授業を目指し、下記のような運動の順序性を心がけましょう。

��アキレス腱の傷害��

　剣道の中で、大きな傷害の１つです。準備運動時に意識してアキレス腱のストレッチをしましょ

う。

��体当たり後の転倒による脳震盪��

　体当たりは、手元を腰の位置に下げた状態で行いますが、手元が胸や首の位置に上がった状態

で体当たりすると、受けた側は後方に頭から転倒する可能性があります。頭部を打撲した場合は

必ず活動を止め、安静にして経過を観察しましょう。状況によっては、医師の診察を受診させま

しょう。

安全で効果的な授業のために

準備運動

主 運 動

整理運動

例ɿ�ετϨονӡಈɺख౛ʹΑΔ剣道ʹඞཁͳಈ͖ͮ͘
ΓͳͲ
̏෼ؒશ਎࿈ଓӡಈʢෛՙʹ���ʙ���ഥ �෼ʣΛ͍ߦɺ
ମΛԹΊΔɻ͜のӡಈͰମ͕Թ·ͬͨͱ͜ΖͰɺ४උ
ମૢΛ͏ߦɻ

例ɿ�େ͖͘Ώͬ͘Γͱͨ͠ૉৼΓɺετϨονӡಈͳͲ
͍ܰશ਎࿈ଓӡಈʹΑΓɺർ࿑෺࣭Λ৺ଁʹ໭͢͜ͱ
ʹΑͬͯർ࿑ճ෮͢ΔのͰɺ੔ཧӡಈ͸ඞͣ͏ߦɻո
զのൃ͕ݟͰ͖Δ৔໘Ͱ΋͋Δɻ

ஈ֊తͳٕのࢦಋ
қˠ೉΁

ϙΠϯτのࢦಋ΍
ͭ·͖ͮのղܾ
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５ 安全チェックシート（指導者用）の例

��【剣道着・袴】

　剣道の服装は、剣道着・袴を着装して行われるのが正式です。これは、「刀」が武士の象徴と

いうことと同じく、通常の武士のみに許されていた紋付き・袴の略装です。

（１）剣道着・袴は、剣道の特性に触れさせるという観点から、可能であれば着装させましょう。

学校の実情により体育着・ジャージ上下（ハーフパンツ）を着用するのも可能です。また、

ジャージを着用させる場合は、季節にもよりますが、肘を守るためにも半袖より長袖を着

用させた方がよいでしょう。

（２）�剣道着・袴を着装する場合は、半袖体育着とハーフパンツの上から着装させ、使用後は速

乾性に配慮し、通気性の良いところでハンガーなどにつるしておきましょう。

●場所・道具の整備と工夫

੔උ߲໨ ෉　　޻

場
　
　
　
所

剣道৔
□　床の清掃が行き届いているか
□　床板の破損、釘など出ていないか
□　上履きの収納棚がきれいか
□　剣道具（防具）の収納棚がきれいか
□　換気扇が作動するか、きれいか
□　窓が開閉できるか
□　更衣室が整理整頓されているか
□　トイレ／手洗いがきれいか
□　姿見（鏡）が磨かれているか
□　その他（ ）

・上履きの整頓も態度育成のひとつである
・収納棚、剣道具に番号をつける

・むき出しの姿見（鏡）にラインテープを貼る

ମҭؗ
□　床の掃除は行き届いているか
□　床板の破損、釘など出ていないか
□　床の金具蓋は浮いていないか
□　その他（ ）

・床板、金具蓋などへ粘着テープを貼る

௨　ڞ
□　掲示板の画鋲の落下はないか
□　竹刀が当たり掲額が落下しないか
□　足ふきマット

・画鋲をテープで止める
・額紐の点検

道
　
　
　
具

□　面、小手、胴の破損はないか
□　剣道具（防具）一式が組になっているか
　　（特に、左右の小手はあるか）
□　竹刀の安全（折れ、緩み、ささくれ）
□　木刀の安全（鍔と鍔止め）

□　剣道着（サイズ・衛生面の確認）
□　袴（サイズ ･衛生面の確認）
□　打ち込み台のネジの緩みはないか
□　和太鼓とバチの確認

・面紐の解れ防止（水道のホース利用）
・男女別に使用する小手の色、面紐の色を変える

・木刀がない場合、代わりになる「手づくり刀」
「新聞刀」などの用意
・スポーツチャンバラ用ソフト剣、マスクの活用
・サイズごとにつるしておく

・タイヤを利用した打ち込み台などの活用
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５章　中学校第１・２学年剣道授業「学習計画」の例

過
程

１
２

３
４

５
６

７
８

９
１
０

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

導 入　　　　　　　　　　 展 開　　　　　　　　　　　　　　　　　　 整 理

ू
߹
ɾ
ѫ
ࡰ

໨
ඪ
֬
ೝ

҆
શ
֬
ೝ

ू
߹
ɾ
ѫ
ࡰ

໨
ඪ
֬
ೝ

҆
શ
֬
ೝ

ண
૷
ɾ
ू
߹
ѫ
ࡰ
ɾ
ྱ
ʢ
૬
ख
Λ
ଚ
ॏ
͠
఻
౷
త
ͳ
ߦ
ಈ
の
࢓
ํ
Λ
क
Δ
ʣɾ
໨
ඪ
֬
ೝ
ɾ
҆
શ
֬
ೝ
ʢ
݈
߁
҆
શ
ʹ
ؾ
Λ
഑
Δ
ʣ

❶
準
備
運
動
ʢ
ମ
ૢ
ɾ
හ
ড
ੑ
ͳ
Ͳ
Λ
ߴ
Ί
Δ
ମ
ྗ
ͭ
͘
Γ
ɾ
ମ
΄
͙
͠
ɾ
ख
౛
の
߈
๷
Ͱ
ج
ຊ
ಈ
࡞
ʹ
ͭ
ͳ
͕
Δ
ಈ
͖
ͮ
͘
Γ
ʣ

˞
෢
ಓ
ʢ
݋
ಓ
ʣ
త
ૉ
ཆ
ͮ
͘
Γ

ɾ
ൃ
੠
ɺ
ૹ
Γ
଍
ʢ
લ
ਐ
ޙ
ୀ
ࠨ
ӈ
ʣɺ
͢
Γ
଍
ɾ
౿
Έ
੾
Γ
ɺ
౿
Έ
ࠐ
Έ
ಈ
࡞
ɺ
໘
ɺ
খ
ख
ɺ
಑
ɺ
খ
ख
ˠ
໘
ɺ
Ҿ
͖
໘
ɺ
Ҿ
͖
಑
ͳ
Ͳ

ɾ
ج
ຊ
ͱ
ͳ
Δ
ٕ
ɹ
ʻ
͠
͔
͚
ٕ
ʼ
ɹ
ɹ
ɹ
��ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
�ɹ
ʻ
Ԡ
͡
ٕ
ʼ

❶
 オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン

݋
ಓ
の
ྺ
࢙

݋
ɾ
֙
ɾ
౛

݋
ಓ
の
ಛ
ੑ

݋
ಓ
༻
۩

஛
౛
の
໊
শ

҆
શ
ࢦ
ಋ

%
7%
ͳ
Ͳ

❷
礼
法

ཱ
ྱ
ɾ
࠲
ྱ

❸
剣
道
体
験

ɾ
Ϙ
ʔ
ϧ
打
ち

ɾ
ख
১
͍
੾
Γ

ɾ
৽
ฉ
੾
Γ

ɹ
ͳ
Ͳ

❶
基
本
動
作

ɾ
ࣗ
વ
ମ

ɾ
ମ
͞
͹
͖

ɾ
ૹ
Γ
଍

ɾ
౿
Έ
ࠐ
Έ
଍

ɾ
�஛
౛
の
҆
શ
ͳ

औ
Γ
ѻ
͍

ɾ
ߏ
͑
ํ

ɾ
த
ஈ
の
ߏ
͑

❷
素
振
り

ɾ
�ਖ਼
໘
ɺ
খ
ख
ɺ

಑
ɾ
ࣼ
Ί
ৼ
Γ

ɹ
ɹ
ˣ

ɾ
Ϧ
ζ
Ϝ
݋
ಓ

ɾ
ࢣ
ঊ
ͱ
ఋ
ࢠ

❸
着
装

ɾ
಑
ɺ
ਨ

ɾ
݁
ͼ
の
จ
Խ

❷
基
本
動
作

˔
ج
ຊ
打
ಥ

஛
౛
打
ち

ͦ
の
৔
打
ち

౿
Έ
੾
Γ
ಈ
࡞

౿
Έ
ࠐ
Έ
ಈ
࡞

࢒
ɹ
৺

ɾ
Ϧ
ζ
Ϝ
݋
ಓ

ɾ
ࢣ
ঊ
ͱ
ఋ
ࢠ

❷
面
の
着
装

˔
ج
ຊ
打
ಥ

Ұ
࿈
の
ಈ
࡞
Ͱ

打
ͭ

❷
基
本
打
突

ਖ਼
໘
ɺ
খ
ख
ɺ
಑

・
有
効
打
突
１
本

　「
気
剣
体
の
一
致
」

　
を
め
ざ
す

・
既
習
技
練
習

❷
二
段
技

খ
ख
ˠ
໘

ˎ
໘
ˠ
಑

❷
引
き
技

௳
ͥ
Γ
߹
͍

Ҿ
͖
໘

ˎ
Ҿ
͖
಑

❷
抜
き
技

໘
ൈ
͖
಑

ˎ
খ
ख
ൈ
͖
໘

❷
既
習
技

͔
͔
Γ
࿅
श

ά
ϧ
ʔ
ϓ
ผ

❹
簡
単
な
試
合

ɾ
ϙ
Π
ϯ
τ
੍
の
ࢼ
߹

�ʢ̐
ਓ
૊
൑
ఆ
ɾ
ධ
Ձ
ʣ

ɾ
ݸ
ਓ
ઓʢ
Ϧ
ʔ
ά
ઓ
ʣ

ɹʢ
��
ඵ
ʙ
��
ඵ
ʣ

整
理
運
動
 ・
 本
時
の
ま
と
め
 ・
 評
価
（
教
師
の
評
価
、
生
徒
の
自
己
評
価
な
ど
） ・
 健
康
安
全
の
確
認
・
礼
・
片
付
け
（
道
具
の
安
全
 ・
 管
理
）

学 習 活 動 に 即 し た 評 価 （ １ 年 の 例 ）

関 心 ・ 意 欲 ・ 態 度

఻
౷
త
ͳ
ߦ
ಈ

の
࢓
ํ
Λ
क
Δ

͜
ͱ
͕
Ͱ
͖
ͯ

͍
Δ

৔
ॴ
ɺ
༻
۩
の

҆
શ
ʹ
ཹ
ҙ
͠

ੵ
ۃ
త
ʹ
औ
Γ

૊
Μ
Ͱ
͍
Δ

஥
ؒ
ͱ
ڠ
ྗ
͠

ͯ
҆
શ
ʹ
݋
ಓ

۩
ʢ
๷
۩
ʣ
Λ

ண
͚
ͯ
͍
Δ

ه
࿥
΍
৹
൑
ͳ

Ͳ
の
෼
୲
͠
ͨ

໾
ׂ
Λ
Ռ
ͨ
ͦ

う
ͱ
͠
ͯ
͍
Δ

ې
͡
ٕ
Λ
༻
͍

ͳ
͍
Ͱ
҆
શ
ʹ

ཹ
ҙ
͠
࿅
श
͠

ͯ
͍
Δ

思 考 ・ 判 断

༗
ޮ
打
ಥ
の
ϙ

Π
ϯ
τ
Λ
ݟ
ͭ

͚
ͯ
͍
Δ

҆
શ
্
の
ཹ
ҙ

఺
Λ
ֶ
श
৔
໘

Ͱ
౰
ͯ
͸
Ί
ͯ

͍
Δ

໘
ൈ
͖
಑
の
ϙ

Π
ϯ
τ
Λ
ݟ
ͭ

͚
ͯ
͍
Δ

運 動 の 技 能

߸
ྩ
΍
ಈ
͖
ʹ

߹
Θ
ͤ
ͯ
ج
ຊ

ಈ
࡞
͕
Ͱ
͖
ͯ

͍
Δ

ਖ਼
໘
ɺ
খ
ख
ɺ

಑
の
打
ち
ํ
打

ͨ
ͤ
ํ
の
ج
ຊ

ಈ
࡞
͕
Ͱ
͖
ͯ

͍
Δ

ࣗ
༝
࿅
श
Ͱ
ط

श
の
ٕ
Λ
ੵ
ۃ

త
ʹ
打
ͱ
う
ͱ

͠
ͯ
͍
Δ

͠
͔
͚
ٕ
΍
Ԡ
͡
ٕ

Λ
༻
͍
ͯ
打
ͬ
ͨ
Γ
ɺ

ड
͚
ͨ
Γ
͠
ͯ
͍
Δ

知 識 ・ 理 解

݋
ಓ
の
ྺ
࢙
΍

ಛ
ੑ
Λ
ཧ
ղ
͠

ͯ
͍
Δ

஛
౛
の
໊
শ
΍

݋
ಓ
Ͱ
ߴ
·
Δ

ମ
ྗ
Λ
ཧ
ղ
͠

ॻ
͖
ग़
͠
ͯ
͍

Δ

૬
ख
の
ಈ
͖
ʹ

Ԡ
͡
ͨ
ج
ຊ
打

ಥ
の
ߦ
͍
ํ
Λ

ཧ
ղ
͠
ͯ
͍
Δ

༗
ޮ
打
ಥ
の
৚

݅
Λ
ݴ
ͬ
ͨ
Γ
ɺ

ॻ
͍
ͨ
Γ
͠
ͯ

͍
Δ

ࢼ
߹
の
ߦ
͍
ํ
ʹ
ͭ

͍
ͯ
ཧ
ղ
͠
ͯ
͍
Δ

剣 道 で 伝 え た い 精 神 性 ・ 態 度 育 成

剣
道
の
歴
史

ɾ
ߐ
ށ
࣌
୅
͔
Β
ड
͚
ܧ
͕
Ε
ͨ
զ

͕
ࠃ
の
਎
ମ
ӡ
ಈ
จ
Խ
ɾ
ର
ਓ
ӡ

ಈ
ʢ
఻
౷
త
ͳ
ߟ
͑
ํ
ߦ
ಈ
の
࢓

ํ
ʣ
Λ
ֶ
Ϳ

剣
道
の
特
性
 対
人
性

ɾ
݋
ಓ
͸
૬
ख
ͱ
ਖ਼
ର
͠
ɺ
૬
ख
の

໨
Λ
ݟ
ͯ
ٕ
Λ
ڝ
う
ɻ
૬
ख
の
໨

Λ
ݟ
ͯ
ྱ
Λ
ߦ
う

ɾ
ྱ
ʢ
ᜌ
ʣ
͸
૬
ख
Λ
ଚ
ॏ
͠
ɺ
ײ

ँ
͠
ߦ
う
೔
ৗ
Ͱ
の
ྱ
の
࣮
ફ
の

େ
੾
͞
Λ
ֶ
Ϳ

道
具
の
安
全
と
管
理

ɾ
ಓ
۩
Λ
҆
શ
ʹ
େ
੾
ʹ
औ
Γ
ѻ

う
ɻ
物
Λ
େ
੾
ʹ
͢
Δ
৺
͸
૬
ख

ʹ
ର
͢
Δ
ࢥ
͍
΍
Γ
の
৺
Λ
ҭ
Ή

残
心

ɾ
࢒
৺
͸
ٕ
Λ
打
ͬ
ͨ
ޙ
も
ؾ
Λ
ൈ

͔
ͣ
ʹ
਎
ߏ
͑
ؾ
ߏ
͑
Λ
ࣔ
͢
ಈ

࡞
Ͱ
͋
Δ
͕
ʮ
࢒
৺
ʯ
の
͋
Δ
ੜ

׆
の
େ
੾
͞
Λ
஌
Δ
͜
ͱ
Ͱ
ࠓ
ޙ

の
ਓ
ੜ
ʹ
׆
͔
ͤ
Δ
͜
ͱ
Λ
ֶ
Ϳ

間
合
（
距
離
）

ɾ
૬
ख
ͱ
ࣗ
෼
の
ڑ
཭
͕
ۙ
͢
͗

ͣ
ɺ
ԕ
͢
͗
ͣ
ɺ
ద
੾
ͳ
ڑ
཭
の

த
Ͱ
߈
๷
Λ
ָ
͠
Ή
ମ
ݧ
ʹ
Α

Γ
ɺ
ਓ
ؒ
ؔ
܎
ͮ
͘
Γ
も
ಉ
༷

ʹ
ɺ
૬
ख
ͱ
の
ڑ
཭
Λ
ߟ
͑
Δ
͜

ͱ
Λ
ֶ
Ϳ

勇
気
（
克
己
）

ɾ
ڪ
ා
৺
Λ
打
ち
ഁ
Δ
ਅ
の
༐
ؾ
Λ

࣋
ͬ
ͯ
߈
Ί
Δ
ؾ
࣋
ち
΍
ཱ
ち
޲

͔
ͬ
ͯ
͍
͘
ਖ਼
ٛ
ײ
Λ
ֶ
Ϳ

努
力
（
守
破
離
）

ɾ
ج
ຊ
࿅
श
͸
ಉ
͡
͜
ͱ
Λ
܁
Γ
ฦ

͠
਎
ʹ
෇
͚
ͯ
͍
͘
ɺ
͜
Ε
͸
ۤ

௧
Ͱ
も
͋
Δ
͕
ٕ
Λ
ࣗ
ಘ
͢
Δ
ͨ

Ί
ʹ
͸
ඞ
ཁ
ͳ
ա
ఔ
Ͱ
͋
Γ
ɺ
ڭ

͑
Λ
஧
࣮
ʹ
क
Γ
ɺ
ͻ
ͨ
Ή
͖
ʹ

౒
ྗ
͢
Δ
͜
ͱ
の
େ
੾
͞
Λ
ֶ
Ϳ

共
存
と
共
生

ɾ
ج
ຊ
ٕ
の
࿅
श
Ͱ
打
ͬ
ͨ
Γ
ɺ
打

ͨ
ͤ
ͨ
Γ
͠
ͯ
ɺ
ج
ຊ
ٕ
の
ग़
དྷ

ӫ
͑
Λ
֬
ೝ
͠
߹
う
த
Ͱ
ɺ
ޓ
͍

ʹ
Α
Γ
Α
͍
ٕ
Λ
Ί
͟
͠
ɺ
૬
ख

ͱ
ޓ
͍
ʹ
ߴ
Ί
߹
う
͜
ͱ
の
େ
੾

͞
Λ
ֶ
Ϳ

判
断
力
（
正
義
感
）

ɾ
ࢼ
߹
΍
৹
൑
Ͱ
ɺ
༗
ޮ
打
ಥ
の
৚

݅
Ͱ
͋
Δ
ʮ
ؾ
݋
ମ
Ұ
க
ʯ
Λ
ཧ

ղ
͠
ɺ
ૉ
ૣ
͍
ಈ
͖
Ͱ
打
ち
߹
う

ٕ
Λ
ɺ
ॠ
ؒ
త
ʹ
ਖ਼
͠
͘
൑
அ

͠
ɺ
ܾ
அ
ɾ
ධ
Ձ
͢
Δ
ɻ
·
ͨ
ɺ

஥
ؒ
ͱ
の
ೝ
Ί
߹
͍
΍
ֶ
श
՝
୊

の
ఆ
ண
ɾ
ਂ
·
Γ
Λ
ֶ
Ϳ

惻
隠
の
情

ɾ
݋
ಓ
Ͱ
͸
উ
ഊ
͕
ܾ
·
ͬ
ͨ
ޙ
も
ɺ
উ

ち
ෛ
͚
ʹ
ؔ
܎
ͳ
͘
ޓ
͍
͕
৺
਎
Λ
ਖ਼

͠
ྱ
๏
Λ
ߦ
う
ɻ
͜
Ε
͸
୭
も
͕
༙
͖

্
͕
Δ
ײ
৘
Λ
཈
͑
ɺ
ෛ
͚
ͨ
ਓ
の
৺

Λ
ټ
Έ
औ
Δ
ͱ
͍
う
೔
ຊ
の
఻
౷
త
ͳ

ߟ
͑
ํ
͕
͋
Δ
͜
ͱ
Λ
ֶ
Ϳ

平
常
心

ɾ
ࢼ
߹
Λ
ମ
ݧ
͢
Δ
͜
ͱ
Ͱ
ɺ
ਫ਼
ਆ
త
ʹ

ෆ
҆
ʹ
ͳ
ͬ
ͨ
Γ
ɺ
ۓ
ு
΍
ಈ
༳
͢
Δ

ࣗ
෼
の
ؾ
࣋
ち
Λ
ɺ
ࣗ
෼
Ͱ
ௐ
੔
͢
Δ

͜
ͱ
Λ
ֶ
Ϳ

感
謝
・
思
い
や
り

ɾ
打
ͬ
ͨ
Γ
ɺ
打
ͨ
Ε
ͨ
Γ
͢
Δ
͜
ͱ
Ͱ

ޓ
͍
の
௧
Έ
Λ
஌
Γ
ɺ
ࢥ
͍
΍
Γ
の
৺

Λ
஌
Δ
ɻ
·
ͨ
ٕ
΍
৺
の
޲
্
ʹ
Α

Γ
ɺ
ײ
ँ
΍
༏
͠
͞
Λ
ֶ
Ϳ

相
手
の
動
き
に
応
じ
た
基
本
動
作
・
課
題
に
応
じ
た
運
動
の
取
り
組
み
方
の
工
夫

ɾ
ਖ਼
໘
ɺ
খ
ख
ɺ
಑
ɹ
খ
ख
ˠ
໘
ɹ
Ҿ
͖
໘
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
��ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
໘
ൈ
͖
಑

ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
�ˎ
໘
ˠ
಑
�ˎ
Ҿ
͖
಑
�ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
�ɹ
ɹ
ɹ
ˎ
খ
ख
ൈ
͖
໘

❹
判
定
試
合
　
Ξ
ɽ
ٕ
の
ग़
དྷ
ӫ
͑
Λ
ڝ
う
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
Π
ɽ
Ԡ
͡
ٕ
の
ࢼ
߹

ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
໘
ൈ
͖
಑
̏
ຊ
উ
ෛ

˔
判
定
基
準
ʢ
̑
ਓ
૊
൑
ఆ
ɾ
ධ
Ձ
ʣɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹʢ
̐
ਓ
૊
൑
ఆ
ɾ
ධ
Ձ
ʣ

❺
自
由
練
習
で
技
を
試
す

気
　
気
迫
の
あ
る
発
声

気

剣
　
打
突
部
で
打
突
部
位
を
捉
え
る

●
　
×
　
○

体
　
姿
勢
・
体
・
足
の
出
と
残
心

剣
　
　
　
　
体

・
打
ち
方

正
面
・
左
右
面
打
ち
・
胴
（
右
）

小
手
（
右
）

・
打
た
せ
方

隙
が
で
き
た
と
き
（
剣
先
が
開
く
・

上
が
る
・
手
元
が
上
が
る
）

˔
判
定
基
準

審

●
　
×
　
○

審

気
大
き
な
声

剣
打
突
部
位
を
打
つ

体
姿
勢
と
残
心

❸
基
本
と
な
る
技
 ・
 基
本
打
突
の
段
階
的
練
習

打
っ
た
り
受
け
た
り

す
る
な
ど
の
攻
防
を

展
開
す
る

❸
自
由
練
習
で
技
を

試
す

・
打
ち
方
・
打
た
せ
方

・
相
手
の
隙
を
見
付
け
る
・
隙
を
つ
く
る

・
か
か
り
練
習
・
約
束
練
習

歴
史
や
特
性
に
触
れ
、礼
法
を
学
ぶ
段
階

着
装
・
結
束
を
学
ぶ
段
階

基
本
動
作
・
技
を
学
ぶ
段
階

技
を
学
び
・
技
を
試
す
・
判
断
す
る
段
階

相
手
を
尊
重
し

伝
統
的
な
行
動

の
仕
方
を
守
る

正
面
打
ち

体
（
姿
勢
）

残
　
心
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剣　　道

ʲؔ৺・ҙཉ・ଶ౓ 　r˗఻౷తͳߦಈのํ࢓ΛकΓɺ҆શʹ഑ྀͯ͠͠ྗڠऔΓ૊Ή ͱ͕͜Ͱ͖Δ

ʲ஌ ࣝ ・ ཧ ղ 　r˗఻౷తͳํ͑ߟ΍ߦಈのํ࢓Λཧղ͠೔ৗੜ׆ʹੜ͔͢ ͱ͕͜Ͱ͖Δ

配当時間 1/10

時
配 学習内容と活動 学習

形態 ○指導上の留意点 ☆指導のポイント
●評価（評価方法）

導
入
5
分

˞४උ
˔஛౛Λ४උ͠ू߹
˔ମҭϊʔτʹ՝୊Λهೖ

一 斉
↓

ʓѫࡰΛؾݩΑ͘ߦΘͤΔɻ
ʓ݈࡯؍߁ɺ෰૷֬ೝΛߦうɻ

❶集合・整列・挨拶
❷本時の学習内容と課題の確認

展
開
35
分

❸オリエンテーション
ಓΛֶश͢Δҙٛ΍ͶΒ͍݋˔
˔ྺ࢙΍ಛੑɺ఻౷తͳํ͑ߟ

①歴史と特性
〈歴史・戦国時代（鎧・刀）〉
ಓ۩ʢ๷۩ʣɹ໦౛ɾ஛౛݋˔
˔஛౛の໊শ
˔஛౛の҆શͳऔΓѻ͍
ʪ特性・運動課題ʫ
˔༗ޮ打ಥʢҰຊʣ

②礼法（禮）
˔̏ͭのྱ 	ಓ৔ɾઌੜɾ஥ؒ 

˔ಓ৔のग़ೖΓのํ࢓

˔ཱྱʢ̎ਓ૊ʣ

˔ਖ਼࠲ʢ࠲Γํɾཱちํʣ
ʢ̎ਓ૊ʣྱ࠲˔

❹剣道遊びの体験 ( ２人組 )
˔ϘʔϧΛ打ͭ

˔υϦϒϧ

一 斉
↓

ペ ア
↓

ʓ݋ಓֶशのྲྀΕʹ͍ͭͯઆ໌͢Δɻ
ʓզ͕ݻࠃ༗のจԽͰ͋Δ෢ಓのֶशΛ͢
Δ͜ͱ͸ɺࣾࡍࠃձͰੜ্͖͍ͯ͘Ͱ༗
ҙٛͰ͋Δ͜ͱɻ

ʓ݋ಓʹ͸ྱ๏Λ਎ʹ෇͚ΔͳͲɺਓؒͱ
ͯ͠๬·͍ࣗ͠ܗݾ੒Λॏ͢ࢹΔํ͑ߟ
͕͋Δ͜ͱΛཧղͤ͞Δɻ

ʓ஛౛のऔΓѻ͍΍҆શ఺ݕのϙΠϯτΛ
આ໌͠ɺނࣄ๷ࢭのͨΊの໿ଋࣄΛ֬ೝ
͢Δɻ

ʓ༗ޮ打ಥʢҰຊʣの৚݅ʹ͍ͭͯཧղ͞
ͤΔ

ʓ݋ಓの఻౷తͳߦಈのํ࢓Λ
ɹཧղͤ͞Δɻ

ʓʮ࠲ࠨӈىʯʹΑΓɺࠨ଍͔Β࠲Γӈ଍
Ͱཱͭߦಈ༷ࣜΛ਎ʹ෇͚ͤ͞Δɻ

ʓࣜܗతͳྱʹͳΒͳ͍Αうʹɺ૬खの໨
Λ࣋ؾͯݟちΛ߹ΘͤߦΘͤΔɻ

ʓྱのํ͍ߦΛཧղͨ͠Β̎ਓ૊Ͱਖ਼ର͠
૬ޓのྱΛߦΘͤΔɻ

ʓ݋ಓのಈ͖ʹ͍ۙ༡ͼのମݧΛͤ͞݋ಓ
Λֶָ͘͠ͼɺڵຯ΍ؔ৺ΛもͨͤΔɻ

ʓ̎ਓ૊Ͱɺ૬ख͕͍࣋ͬͯΔϘʔϧΛ
ਅͬ௚͙ʹৼΓ͔Ϳͬͯ打ͨͤΔɻ

ʓϘʔϧのத৺Λ打ͨͤΔɻ
ʓਕےਖ਼͘͠࿈ଓͰϘʔϧΛ打ͨͤΔɻप
Γの҆શʹཹҙ͠ߦΘͤΔɻ

❹͸ɺଞʹ৽ฉ੾ΓͳͲ͕͋Δɻ

【知識・理解】
ಓのྺ࢙΍ಛੑΛཧղ͍ͯ͠Δɻʢֶ݋˔
शϊʔτʣ

☆竹刀の安全点検
ɹ஛の͘͞͞Εɾݭの؇Έɾઌֵのഁଛ

【関心・意欲・態度】
˔૬खΛଚॏ͠ɺ఻౷తͳߦಈのํ࢓Λक
Δ͜ͱ͕Ͱ͖͍ͯΔɻ	࡯؍ 


整
理
10
分

❺本時の学習の反省と評価

❻片づけ 
❼正座・礼

一 斉
↓

ʓֶशϊʔτʹຊ࣌の՝୊ʹ͍ͭͯࣗݾධ
Ձ͠هೖͤ͞Δɻ

ʓ஥ؒのൃදʹ͍ͭͯࣗ෼の͑ߟΛ·ͱΊ
ͤ͞Δɻ

ʓ҆શʹ഑ྀͯ͠͠ྗڠย͚ͮΔɻ
ʓֶΜͩྱ๏ΛஸೡʹߦΘͤΔɻ

☆剣道に対するマイナスイメージ
や不安をいだいている生徒もい
ることから、言葉かけをしなが
ら剣道の良さや魅力に気づかせ
る。

☆剣道の伝統的な考え方、行動の
仕方があり、剣道は「礼に始ま
り、礼を以って行い、礼に終わ
る」という考え方を重視し、常
に相手を尊重し行わせる。

☆他のスポーツにはない打つ前、
打つ動作、打った後までが求め
られる特徴があることを理解さ
せる。

☆ボールを打つ強さ、早さ、捉え
るタイミングなどを体感させ
る。

☆学んだ礼法を、日常生活でも実
践できるように促す。

剣道の歴史と特性を理解し、礼法を身に付けよう

本時の
目　標

剣
先
先
革

中
結 鍔

柄つ
か

つ
か
が
し
ら

柄
革
柄
頭

つ
か
が
わ

け
ん
せ
ん

さ
き
が
わ

な
か
ゆ
い

つ
ば
どつ

る

鍔
止
め

弦 つ
ば

物打
ものうち

｛
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５章　中学校第１・２学年剣道授業「学習計画」の例

配当時間 2/10

時
配 学習内容と活動 学習

形態 ○指導上の留意点 ☆指導のポイント・つまずきの解決法
●評価（評価方法）

導
入
10
分

˞४උ
˔஛౛ɺ಑Λ४උ͠ू߹
˔ମҭϊʔτʹ՝୊Λهೖ

一 斉
↓ ʓ݈࡯؍߁ɺ෰૷֬ೝΛߦうɻ

ʓ̏෼ؒの࿈ଓӡಈʢπʔεςοϓɾલޙ
ߦɺ४උମૢΛ͍ߦӈʣͳͲのಈ͖Λࠨ
ΘͤΔɻ
ʓ݋ಓͰߴ·ΔମྗΛཧղ͠ɺහডੑΛߴ
ΊΔӡಈΛߦΘͤΔɻ

ʓֶΜͩྱ๏Λֶߍ΍ՈఉͰ࣮ફͰ͖͔ͨ
֬ೝ͠ྱの೔ৗԽΛଅ͢ɻ

【知識・理解】
˔஛౛の໊শ΍݋ಓͰߴ·Δମྗʹ͍ͭͯ
ཧղ͠ॻ͖ग़͍ͯ͠Δɻʢֶशϊʔτʣ

❶集合・正座・礼
❷本時の学習内容と課題の確認
❸準備運動
˔̏෼ؒશ਎࿈ଓӡಈ
˔४උମૢ
❹補強運動・補助運動
˔හডੑΛߴΊΔӡಈ

展
開
30
分

❺主運動
①基本動作
ɾૹΓ଍͑ߏ˔
˔ମ͞͹͖ɾ࢒৺
˔໨෇
˔ࣗવମ
˔ख౛Ͱલࠨޙӈ

˔ख౛のجຊಈ࡞υϦϧ
˔ૹΓ଍ˠ͢Γ଍ˠ౿ΈࠐΈ଍ˠ
৺ʢਖ਼໘ɾখखɾ಑ʣ࢒

②対人で一連の基本動作
ࢠঊͱఋࢣ˔

③剣道具の着装と結束
ਨΕͱ಑
ಓ۩のஔ͖ํ݋˔
˔ண૷
˔֎͠ํͱ݁ଋ
˔ऩೲのํ࢓

一 斉
↓

ペ ア
↓

一 斉
↓

グループ

一 斉

ʓجຊಈ࡞のॏཁੑΛཧղͤ͞Δɻ
ʓഎےΛ৳͹͠ɺ྆खΛମଆʹ͓Ζ͠ɺແ
ཧのͳ͍࢟੎ΛͱΒͤΔɻ
ʓࣗવମ͔Βख౛Ͱᢌલʹͤ͑͞ߏΔɻ
1ૹΓ଍ʮϠʔϠʔϠʔʯ
ɹのൃ੠Ͱ̏า߈Ίͯલਐ

2ख౛ͰૹΓ଍̏า
ɹൃ੠͸ϝϯϝϯϝϯ

3̏าϠʔのൃ੠Ͱ͢Γ଍
4̍าʮϝϯʯのൃ੠Ͱ
ɹ౿ΈࠐΜͰ

5ӈ଍Λ࣠ʹ࢒৺Λࣔ͢
1ʙ5Λಉ༷ʹʮίςʯɾʮυʔʯ

ʓཱݩちʢࢣঊʣ͸ࣃ੾Εのྑ͍߸ྩΛ͔
͚ɺ͔͔Γखʢఋࢠʣ͸߸ྩʹै͍લޙ
৺·ͰのҰ࿈の࢒ӈɺ໘ɺখखɺ಑ɺࠨ
ಈ࡞Λ૬खͱ໨Λ཭ͣ͞ɺٵݺΛ߹Θͤ
ΘͤΔɻߦͯ

ʓ๷۩͸ࣗ෼の਎ΛकΔϓϩςΫλʔͰ͋
Δͱಉ࣌ʹɺେ੾ͳಓ۩Ͱ͋Δ͜ͱΛཧ
ղͤ͞Δɻ
ʓஸೡʹऔѻ͍ɺ҆શʹ഑ྀͤ͞Δɻ

【関心・意欲・態度】
˔৔ॴɺ༻۩の҆શʹཹҙ͠ɺੵۃతʹऔ
Γ૊Ί͍ͯΔɻʢ࡯؍ʣ

整
理
10
分

❻整理運動（全身連続運動）

❼本時の学習の反省と評価

❽片づけ 
❾正座・礼

一 斉
↓

ʓલਐޙୀͰ໘খख಑のૉৼΓΛΏͬ͘Γ
େ͖֤͘ ��ຊߦΘͤΔɻ
ʓֶशϊʔτʹຊ࣌の՝୊ʹ͍ͭͯࣗݾධ
Ձ͠هೖͤ͞Δɻ
ʓ҆શʹ഑ྀ͠ย͚ͮͤ͞Δɻ
ʓྱ๏ΛஸೡʹߦΘͤΔɻ

P.57・58を参照 ▼
☆竹刀の握り方を変えないように
真っ直ぐに大きく振りかぶり、
振り下ろすように行わせる。

☆①送り足などの基本動作は、リズ
ムに合わせて行うことで意欲的に
取り組める。

☆基本動作である、体さばきは相手
に打突したり、かわしたり、相手
の打突を防ぐための身のかわしな
ど、打つ際の足の運び方のことで
あり、その基礎となるのが足のさ
ばき方であることを理解させる。

☆剣道には結びの文化があること
を理解させる。

☆いったん着けた剣道具は取れな
いように着装させる。

☆左足（後足）が遅かったり残った
りしないように素早く引き付けさ
せる。

☆有効打突の理解
気…気迫のある大きな声
剣…�打突部位を打突部で刃筋正しく

打突する
体…体さばき、足さばき、姿勢
残心…打突後の身構え、気構え

基本動作（構え、目付、体さばき、踏み込み動作）を身に付けよう

正面は頭上から肩の高さ
小手は顔前からへその高さ
胴は頭上から斜め45度の角度
相手の右胴で止める

ʲؔ৺・ҙཉ・ଶ౓ 　r˗৔ॴ΍༻۩の҆શʹ഑ྀ͠ɺͯ͠ྗڠऔΓ૊Ή ͱ͕͜Ͱ͖Δ

ʲ஌ ࣝ ・ ཧ ղ 　r˗஛౛の໊শ΍剣道ͰߴΊΒΕΔମྗʹ͍ͭͯཧղ͠ɺੵ తʹऔΓ૊Ήۃ ͱ͕͜Ͱ͖Δ

本時の
目　標
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剣　　道

時
配 学習内容と活動 学習

形態 ○指導上の留意点 ☆指導のポイント・つまずきの解決法
●評価（評価方法）

導
入
10
分

˞४උ
˔஛౛ɺਨɺ಑Λண૷͠ू߹
˔ମҭϊʔτʹ՝୊Λهೖ

一 斉 ʓ஥ؒͱؒ࣌͠ྗڠ಺ʹਨͱ಑Λண૷ͤ͞
Δɻ

❶集合・正座・礼
❷本時の学習内容と課題の確認
❸準備運動
˔̏෼ؒશ਎࿈ଓӡಈ
˔४උମૢ
❹補強運動・補助運動
˔ख౛ʹΑΔ߈๷ʢහডੑʣ
˞஛౛の҆શ֬ೝ

一 斉
↓

グループ

ʓ݈࡯؍߁ɺ෰૷֬ೝΛߦうɻ
ʓ̏෼ؒの࿈ଓӡಈʢૹΓ଍ˠ͢Γ଍ˠ౿
ΈࠐΈ଍ˠ࢒৺ʣのجຊυϦϧ

ɹਖ਼໘ɺখखɺ಑ΛߦΘͤΔɻ
ʓख౛ʹΑΔ߈๷ͰහডੑΛߴΊΔӡಈΛ
ΘͤΔɻߦ

展
開
30
分

❺主運動
①構えと目付け（竹刀使用）
˔தஈの͑ߏͱ໨෇͚ʢ̎ਓ૊ʣ

ͱೲΊํʢ᪬ํ͑ߏ˔
ͦΜ
᪘
͖ΐ
ʣ

˔ૉৼΓʢۭؒ打ಥʣ
˔஛౛のѲΓํ

②打ち方と打たせ方
˔打ಥ෦Ґの֬ೝ
˔ஈ֊తͳ打ಥ

③約束練習
˔ϦζϜʹ৐ͬͯ打ͭ
ʢ͔͔Γखʣࢠちʣͱఋཱݩঊʢࢣ˔

一 斉
ペ ア

ʓ૬खͱਖ਼ର͠ɺ໨Λ߹ΘͤͯྱΛͯͬߦ
͔Βதஈʹͤ͑͞ߏΔɻ

ʓ଍の͑ߏମॏの͔͚ํʹ஫ҙͤ͞Δɻ

ʓૉৼΓ͸ɺࠨखͰৼΓ্͛଍のҠಈͱͱ
もʹৼΓԼΖͤ͞Δɻ

ʓۭؒ打ಥʢਖ਼໘打ちɺখख打ちɺ಑打ちʣ
Λཧղͤ͞ߦΘͤΔɻ

ʓਖ਼໘ɺখखɺ಑の打ಥҐஔの֬ೝ͠ɺ打
ͨͤํΛߦΘͤΔɻ

ʓϦζϜʹ৐ͬͯਖ਼໘ɺখखɺ಑Λ̒ຊͣ
ͭ打ち߹ΘͤΔɻ

ʓલਐޙୀʴ打ち
ʓࢣঊͱఋࢠのؔ܎Ͱɺجʹ͍ޓຊಈ࡞Λ
ຊͱͳΔٕΛ打ͨͤΔɻجɺ͍ߦ

【運動の技能】
˔߸ྩ΍ಈ͖ʹ߹Θͤͯجຊಈ͕࡞Ͱ͖Δɻ
ɹʢ࡯؍ʣ

整
理
10
分

❻整理運動（全身連続運動）

❼本時の学習の反省と評価

❽片づけ 
❾正座・礼

一 斉 ʓٵݺΛ੔͑ͳ͕Βɺ্ԼૉৼΓΛେ͖͘
Ώͬ͘Γͱମのத৺Λʢਖ਼தઢʣΛ௨͠
ͯ ��ຊৼΒͤΔɻ

ʓֶशϊʔτʹຊ࣌の՝୊ʹ͍ͭͯࣗݾධ
Ձ͠هೖͤ͞Δɻ

ʓ҆શʹ഑ྀ͠ย͚ͮͤ͞Δɻ
ʓྱ๏ΛஸೡʹߦΘͤΔɻ

P.57を参照 ▼

☆竹刀の握り方を変えないように
真っ直ぐに大きく振りかぶり、振
り下ろすように行わせる。

☆後足が残らないように素早く引き
付けさせる。

☆正面、小手、胴の基本となる技の
ポイントを身に付けさせる。

☆手刀で正対しリーダーの出す技に
対して敏速に反応して技を出し合
い攻防を楽しませる。

☆ネリーブライなどの曲に合わせて
行わせ、後足の引き付けを意識さ
せる。

☆師匠（元立ち）の号令や動きに対
して、体さばきなどの基本動作を
行い基本となる技を打たせる。

相手と気を合わせて、基本となる技の打ち方を身に付けよう

その場打ち→前進後退で打つ→踏み込
んで打つ→残心

தஈのߏ ʢ͑ਖ਼໘ʣ

配当時間 3/10

☆剣道では、相手と正対し目を合わ
せる、気を合わせることが基本的
な考え方であることを理解させ
る。

☆中段の構えが攻防に適している構
えであることを理解させる。

☆振りかぶりが小さく剣先が両こぶ
しの高さより下がらないようにさ
せる。

ʲӡ ಈ の ٕ ೳ 　r˗߸ྩ΍૬खのಈ͖ʹ߹Θͤͯجຊಈ͕࡞Ͱ͖Δ
本時の
目　標

ਖ਼໘ ಑খख

ʢଆ໘ʣ
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５章　中学校第１・２学年剣道授業「学習計画」の例

時
配 学習内容と活動 学習

形態 ○指導上の留意点 ☆指導のポイント・つまずきの解決法
●評価（評価方法）

導
入
10
分

˞४උ
˔஛౛ɺਨɺ಑ɺ໘Λ४උ͠ू߹
˔ମҭϊʔτʹ՝୊Λهೖ

一 斉 ʓ஥ؒͱؒ࣌͠ྗڠ಺ʹਨͱ಑Λண૷͞
ͤɺ஛౛の҆શΛ֬ೝͤ͞Δɻ

【関心・意欲・態度】
஥ؒͱͯ͠ྗڠɺ҆શʹ݋ಓ۩ʢ๷۩ʣΛ
ண͚͍ͯΔɻʢ࡯؍ʣ

❶集合・正座・礼
❷本時の学習内容と課題の確認
❸準備運動
˔̏෼ؒશ਎࿈ଓӡಈ
˔४උମૢ
❹補強運動・補助運動
˔හডੑΛߴΊΔӡಈ

ʓ݈࡯؍߁ɺ෰૷֬ೝΛߦうɻ
ʓ̏෼ؒの࿈ଓӡಈ
ɹʢૹΓ଍ˠ͢Γ଍ˠ౿ΈࠐΈ଍ˠ࢒৺ʣ
のجຊυϦϧਖ਼໘ɺখखɺ಑ΛߦΘͤΔɻ

ʓख౛ʹΑΔ߈๷ͰහডੑΛߴΊΔӡಈΛ
ΘͤΔɻߦ

展
開
30
分

❺主運動
˔ஔ͖ํ

①面と小手を着装する
˔ؒ߹

②打たせ方
˔ਖ਼໘ɺখखɺ಑の打ͨͤํ

③正面の段階的な打ち方

一 斉
ペ ア

ペ ア

ʓख১の͚ͭํͱ໘のண૷ɺখखのண૷ʹ
͍ͭͯઆ໌͢Δɻ
ʓ̎ਓ૊Ͱ͠ྗڠ߹͍ண૷ͤ͞Δɻ

ʓؒ߹ʢ૬खͱࣗ෼のڑ཭ʣԕؒɾҰ଍Ұ
౛のؒ߹ʹ͍ͭͯઆ໌͢Δɻ
ʓ߈ΊΔ͜ͱʹΑΓ͕ܺͰ͖Δ͜ͱΛཧղ
ͤ͞Δɻ

ʓ打ͨͤํʹ͍ͭͯઆ໌͢Δɻ
ɹʢ͕ܺͰ͖ΔɾܺΛ༩͑Δʣ
ɹɹɹɹɾ剣先が右に開く˰ਖ਼໘
攻め˰ɾ剣先が上がる˰ӈখख
ɹɹɹɹɾ手元が上がる˰ӈ಑
ʓجຊͱͳΔٕΛஈ֊తͳ打ちํΛཧղ͠
ΘͤΔɻߦ
ʓ打ちͱֻ͚੠͕Ұக͢ΔΑうʹߦΘͤΔɻ
⨎打ಥ෦Ͱ打ಥ෦ҐΛ̏ճ打ͭ
2Ұ଍Ұ౛͔ΒૹΓ଍Ͱ̏ճ打ͭ
3Ұ଍Ұ౛のؒ߹ʹ߈Ίೖͬͯ౿ΈࠐΜͰ
打ͭˠ࢒৺ˠ໭Γͳ͕Β打ͭ

ʓࠨ଍のҾ͖෇͚ʹ஫ҙͯ͠ߦΘͤΔ

【知識・理解】
˔૬खのಈ͖ʹԠͨ͡جຊ打ಥのํ͍ߦΛ
ཧղ͍ͯ͠Δɻʢֶशϊʔτʣ

整
理
10
分

❻整理運動（全身連続運動）

❼本時の学習の反省と評価

❽片づけ 
ಓ۩の݁ଋ๏݋˔
❾正座・礼

一 斉 ʓٵݺΛ੔͑ͳ͕Βɺେ͖͘Ώͬ͘Γͱ໘
打ちΛ̑ຊ࿈ଓͯ͠打ͨͤΔɻ
ʓֶशϊʔτʹຊ࣌の՝୊ʹ͍ͭͯࣗݾධ
Ձ͠هೖͤ͞Δɻ
ʓ҆શʹ഑ྀ͠ย͚ͮͤ͞Δɻ

ʓྱ๏ΛஸೡʹߦΘͤΔɻ

☆互いによりよい技を目指し互いに
高めあうことの大切さに気付かせ
る。

☆横に並べた小手の上に面をのせ、
自分の右斜め前に置かせる。

☆面はかぶって物見を合わせる、後
ろで結んだら４本のひもを揃え
る、耳抜きをするなどのポイント
を理解させる。

☆小手は、左小手から着け、次に右
小手を着ける（外すときは右→
左）順序が文化としてあることを
理解させる。

☆「攻め」とは、遠い間合いから１
歩前へ出て一足一刀の間合に入る
など積極的に仕掛けることで、相
手がこちらの攻めに対し何らかの
反応や変化を示した時に初めて攻
めとなることを理解させる。

☆基本となる技を身に付けるために
は、打つ方も大切だが、むしろ打
たせる側の打たせ方の間合、隙の
与え方のタイミング、体のさばき
などで有効打突になることを理解
させる。

面の隙ができたところを見つけ正面を打ってみよう

遠間  →  １歩進んで攻める  →  一足一刀の間  →  打突→  残心

面を打て

配当時間 4/10
ʲؔ৺・ҙཉ・ଶ౓ 　r˗஥ؒͱͯ͠ྗڠɺ҆શʹ剣道۩ʢ๷۩ʣΛண͚Δ ͱ͕͜Ͱ͖Δ

ʲ஌ ࣝ ・ ཧ ղ 　r˗૬खʹԠͨ͡جຊଧಥのํ͍ߦΛཧղ͢Δ ͱ͕͜Ͱ͖Δ

本時の
目　標

ԕؒ

Ұ଍Ұ౛のؒ

ਖ਼໘

1

3

಑খख

2
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剣　　道

時
配 学習内容と活動 学習

形態 ○指導上の留意点 ☆指導のポイント・つまずきの解決法
●評価（評価方法）

導
入
10
分

˞४උ
˔஛౛ɺਨɺ಑ɺ໘Λ४උ͠ू߹
˔ମҭϊʔτʹ՝୊Λهೖ

一 斉 ʓ஥ؒͱؒ࣌͠ྗڠ಺ʹਨͱ಑Λண૷͞
ͤɺ஛౛の҆શΛ֬ೝͤ͞Δɻ

❶集合・正座・礼
❷本時の学習内容と課題の確認
❸準備運動
˔̏෼ؒશ਎࿈ଓӡಈ
˔४උମૢ
❹補強運動・補助運動
˔හডੑΛߴΊΔӡಈ

ʓ݈࡯؍߁ɺ෰૷֬ೝΛߦうɻ
ʓ̏෼ؒの࿈ଓӡಈʢૹΓ଍ˠ͢Γ଍ˠ౿
ΈࠐΈ଍ˠ࢒৺ʣのجຊυϦϧ

ɹਖ਼໘ɺখखɺ಑ΛߦΘͤΔɻ
ʓख౛ʹΑΔ߈๷ͰහডੑΛߴΊΔӡಈΛ
ΘͤΔɻߦ

展
開
30
分

❺主運動※面と小手を着装する

①打たせ方
˔ؒ߹ʢҰ଍Ұ౛ʣ
˔ਖ਼໘ɺখखɺ಑の打ͨͤํ

②小手の段階的な打ち方

˔಑のஈ֊తͳ打ちํ

③約束練習
ԕؒˠ̍าਐΜͰ߈ΊΔˠ

Ұ଍Ұ౛のؒˠ打ಥˠ࢒৺

一 斉
ペ ア

ʓ݋ಓ۩のண૷͸୹࣌ؒͰਖ਼֬ʹͰ͖ΔΑ
う஥ؒͱߦͯ͠ྗڠΘͤΔɻ

ʓ打ちͱֻ͚੠͕Ұக͢ΔΑうʹߦΘͤΔɻ
ʓؒ߹ͱ߈Ίʹ͍ͭͯ֬ೝͤ͞Δɻ
ɹԕؒˠ̍าਐΜͰ߈ΊΔˠҰ଍Ұ౛のؒ
ˠ打ಥˠ࢒৺

ʓ打ͨͤํʹ͍ͭͯઆ໌͢Δɻʢ͕ܺͰ͖
ΔɾܺΛ༩͑Δʣ

ɹɹɹɾ剣先が右に開く˰ਖ਼໘

攻め˰ɾ剣先が上がる˰ӈখख

ɹɹɹɾ手元が上がる˰ӈ಑

ʓجຊͱͳΔٕΛஈ֊తͳ打ちํʹΑΓཧ
ղͤ͞Δɻ

1ͦの৔Ͱ打ಥ෦ҐΛ̏ճ打ͭ
2Ұ଍Ұ౛のؒ߹͔Β̏ճ打ͭ
3Ұ଍Ұ౛のؒ߹͍ʹ߈ΊͯೖΓ౿ΈࠐΜ
Ͱ打ͭˠ࢒৺ˠ໭Γͳ͕Β打ͭ

ˡ಑͸ମ͞͹͖ΛߦΘ
ͤͯɺখखͱಉ༷ʹ
ΘͤΔɻߦ

˞ମΛ͞͹͍ͯൈ͚ͤ͞࢒৺Λࣔͤ͞Δɻ

ʓਖ਼໘ɺখखɺ಑ΛʮʓʓΛ打ͯʯの߸ྩ
Ͱཱݩち͕ܺΛ༩͑打ͨͤΔɻ

【運動の技能】
˔ਖ਼໘ɺখखɺ಑の打ͨͤํのجຊಈ͕࡞
Ͱ͖͍ͯΔɻʢ࡯؍ʣ

整
理
10
分

❻整理運動（全身連続運動）

❼本時の学習の反省と評価

❽片づけ 
ಓ۩の݁ଋ๏݋˔
❾正座・礼

一 斉 ʓٵݺΛ੔͑ͳ͕Βɺେ͖͘Ώͬ͘Γͱ໘
打ちΛ̑ຊ࿈ଓͯ͠打ͨͤΔɻ

ʓֶशϊʔτʹຊ࣌の՝୊ʹ͍ͭͯࣗݾධ
Ձ͠هೖͤ͞Δɻ

ʓ҆શʹ഑ྀ͠ɺย͚ͮͤ͞Δɻ

ʓྱ๏ΛஸೡʹߦΘͤΔɻ

☆約束練習で、打たせる側は、相手
の攻めに対して、打突部位を開け
るようにさせ、一打一打を確実に
行わせる。

☆打つ、打たせて気づいたことを発
表させ、学習の安全への配慮など
に気付かせる。

☆後足を素早く引き付けさせる。
☆正面、小手、胴の基本となる技の
ポイントを身に付けさせる。

☆手刀で正対しリーダーの出す技に
対して敏速に反応して技を出し合
い攻防を楽しませる。

☆横に並べた小手の上に面をのせ、
自分の右斜め前に置かせる。

☆面はかぶって物見を合わせる、後
ろで結んだら４本のひもを揃え
る、耳への圧迫を取るなどのポイ
ントを理解させる。

☆小手は、左小手から着け、次に右
小手を着ける（外すときは右→
左）順序が文化としてあることを
理解させる。

☆基本となる技を身に付けるために
は、打つ方も大切だが、むしろ打
たせる側の打たせ方の間合、隙の
与え方のタイミング、体のさばき
などで有効打突になることを理解
させる。

正面、小手、胴の隙ができたところを見つけ打ってみよう

小手を打て
面を打て

胴を打て

配当時間 5/10
ʲӡ ಈ の ٕ ೳ 　r˗ਖ਼໘ɺখखɺ಑のଧͪํɺଧͨͤํのجຊಈ͕࡞Ͱ͖Δ

本時の
目　標

ਖ਼໘ ಑খख

1

1

3

3

2

2
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５章　中学校第１・２学年剣道授業「学習計画」の例

）
時
配

学習内容と活動 学習
形態 ○指導上の留意点 ☆指導のポイント・つまずきの解決法

●評価（評価方法）

導
入
10
分

˞४උ
˔஛౛ɺਨɺ಑ɺ໘Λ४උ͠ू߹
˔ମҭϊʔτʹ՝୊Λهೖ

一 斉 ʓ஥ؒͱؒ࣌͠ྗڠ಺ʹਨͱ಑Λண૷͞
ͤɺ஛౛の҆શΛ֬ೝͤ͞Δɻ

❶集合・正座・礼
❷本時の学習内容と課題の確認
❸準備運動
˔̏෼ؒશ਎࿈ଓӡಈ
˔४උମૢ
❹補強運動・補助運動
˔හডੑΛߴΊΔӡಈ

ʓ݈࡯؍߁ɺ෰૷֬ೝΛߦうɻ
ʓ̏෼ؒの࿈ଓӡಈʢૹΓ଍ˠ͢Γ଍ˠ౿
ΈࠐΈ଍ˠ࢒৺ʣのجຊυϦϧ
ɹਖ਼໘ɺখखɺ಑ΛߦΘͤΔɻ
ʓख౛ʹΑΔ߈๷ͰහডੑΛߴΊΔӡಈΛ
ΘͤΔɻߦ

展
開
30
分

˞໘ͱখखΛண૷͢Δ
❺主運動
①既習練習
ຊͱͳΔٕのஈ֊త࿅शج˔
ɹʢਖ਼໘ɾখखɾ಑ʣ
˔໿ଋ࿅श

②技のできばえを競う判定試合（絶対評価）
˞̑ਓ૊Ͱϩʔςʔγϣϯ

③自由練習
˞��ඵʷ�ճ

一 斉
ペ ア

５人組

ペ ア

ʓ݋ಓ۩ɺ஛౛の҆શΛ֬ೝ͢Δɻ
ʓਖ਼໘ɺখखɺ಑のஈ֊తͳ打ちํΛ֬ೝ
ΘͤΔɻߦ͠

1ͦの৔Ͱ打ಥ෦ҐΛ̏ճ打ͭ
2Ұ଍Ұ౛のؒ߹͔Β̏ճ打ͭ
3Ұ଍Ұ౛のؒ߹͍ʹ߈ΊͯೖΓ౿ΈࠐΜ
Ͱ打ͭˠ࢒৺ˠ໭Γͳ͕Β打ͭ
ʓਖ਼໘ɺখखɺ಑ΛʮʓʓΛ打ͯʯの߸ྩ
ͰܺΛ༩͑打ͨͤΔɻ

ʓ༗ޮ打ಥΛΊͯ͟͠ߦΘͤΔɻ
ʓ൑ఆج४Λ໌֬ʹͤ͞Δɻ
ʢ̍ʣେ͖ͳ੠
ʢ̎ʣ打ಥ෦Ͱ打ಥ෦ҐΛଊ͑Δ
ʢ̏ʣ࢟੎ɺମɺ଍のग़ͱ࢒৺
ʓओ৹ʹେ͖ͳ੠Ͱ߸ྩΛ͔͚ͤ͞Δɻ
ɾྱˠ͸͡Ίˠ൑ఆˠྱˠධՁʢઆ໌ʣ

ʓࣗ༝࿅शͰֶशͨ͠ਖ਼໘ɺখखɺ಑のٕ
Λੵۃతʹग़ͯ͠߈๷Λͤ͞Δɻ
ʓৗʹ૬खΛଚॏ͠ߦΘͤΔɻ

【思考・判断】
˔஥ؒの༗ޮ打ಥʹ͢ΔϙΠϯτΛ͚ͭݟ
͍ͯΔɻʢֶशΧʔυʣ

【知識・理解】
˔༗ޮ打ಥの৚݅ΛͨͬݴΓॻ͍ͨΓͯ͠
͍Δʢֶशϊʔτʣ

整
理
10
分

❻整理運動（全身連続運動）

❼本時の学習の反省と評価

❽片づけ 

❾正座・礼

一 斉 ʓٵݺΛ੔͑ͳ͕Βɺେ͖͘Ώͬ͘Γͱ໘
打ちΛ̑ຊ࿈ଓͯ͠打ͨͤΔɻ
ʓֶशϊʔτʹຊ࣌の՝୊ʹ͍ͭͯࣗݾධ
Ձ͠هೖͤ͞Δɻ
ʓ҆શʹ഑ྀ͠ɺย͚ͮͤ͞Δɻ

ʓྱ๏ΛஸೡʹߦΘͤΔɻ

☆互いに良いところを認め合い、相
手に伝えられたか確認させる。

☆自分の好きな技は何か、また、自
由練習をしてみて技を出せたか、
真の勇気について気付かせる。

☆打たせ方について確認する。
（隙ができる・隙を与える）
正面…剣先が開く（右方向へ）
小手…�剣が上がる（右小手を打た

せる）
胴…�手元が上がる（右胴を打たせ

る）
※体をさばいて抜けさせ残心を示さ
せる。

☆有効打突の条件
気…気迫のある大きな声
剣…�打突部位を打突部で刃筋正し

く打つ
体…体さばき、足さばき、姿勢
残心…打突後の身構え、気構え

☆後足を素早く引き付けさせる。
☆正面、小手、胴の基本となる技の
ポイントを身に付けさせる。

☆手刀で正対しリーダーの出す技に
対して敏速に反応して技を出し合
い攻防を楽しませる。

一本打ちの技（正面、小手、胴）を有効打突（一本）に決めよう

隙を
見つけ

ؾ
˛ɹʷɹ˚
ମɹɹɹ݋

配当時間 6/10
ʲࢥ ߟ ・ ൑ அ 　r˗༗ޮଧಥʹͳΔϙΠϯτΛ͚ͭݟΔ ͱ͕͜Ͱ͖Δ

ʲ஌ ࣝ ・ ཧ ղ 　r˗༗ޮଧಥの৚݅ΛཧղͰ͖Δ

本時の
目　標
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剣　　道

時
配 学習内容と活動 学習

形態 ○指導上の留意点 ☆指導のポイント・つまずきの解決法
●評価（評価方法）

導
入
10
分

˞४උ
˔஛౛ɺਨɺ಑ɺ໘Λ४උ͠ू߹
˔ମҭϊʔτʹ՝୊Λهೖ

一 斉 ʓ஥ؒͱ͠ྗڠɺ࣌ؒ಺ʹਨͱ಑Λண૷͞
ͤɺ஛౛の҆શΛ֬ೝͤ͞Δɻ

【思考・判断】
ֶशͨ҆͠શ্のཹҙ఺Λֶश৔໘Ͱ͋ͯ

͸Ί͍ͯΔɻʢ࡯؍ɺֶशϊʔτʣ

❶集合・正座・礼
❷本時の学習内容と課題の確認
❸準備運動
˔̏෼ؒશ਎࿈ଓӡಈ
˔४උମૢ
❹補強運動・補助運動
˔හডੑΛߴΊΔӡಈ

ʓ݈࡯؍߁ɺ෰૷֬ೝΛߦうɻ
ʓ̏෼ؒの࿈ଓӡಈʢૹΓ଍ˠ͢Γ଍ˠ౿
ΈࠐΈ଍ˠ࢒৺ʣのجຊυϦϧ

ɹਖ਼໘ɺখखɺ಑ɺখखˠਖ਼໘ΛߦΘͤΔɻ
ʓख౛ʹΑΔ߈๷ͰɺහডੑΛߴΊΔӡಈ
ΛߦΘͤΔɻ

展
開
30
分

˞໘ͱখखΛண૷͢Δ
❺主運動
①既習練習（各技を２本づつ）
˔ਖ਼໘ɺখखɺ಑の打ち͜Έ࿅श

②二段の技（小手→正面）
˔打ちํͱ打ͨͤํ

②技のできばえを競う判定試合
˞̏ਓ૊Ͱϩʔςʔγϣϯ
˔ྱˠ͸͡Ίˠ൑ఆˠྱˠධՁ

③自由練習
˞��ඵʷ̏ճ

ペ ア

３人組

ペ ア

ʓ݋ಓ۩ɺ஛౛の҆શΛ֬ೝ͢Δɻ

ʓਖ਼໘ɺখखɺ಑の̒ຊ打ちΛߦΘͤΔɻ

ʓ࿈ଓٕ͸࠷ॳの打ಥ͕ࣦഊͨ͠ͱ͖ʹɺ
͕ܺੜͨ͡෦ҐΛଈ࠲ʹ打ٕͭΛ࿈ଓٕ
ͱ͍͍ɺ͜のଞʹখखˠ಑ͳͲのٕ͕͋
Δ͜ͱΛཧղͤ͞Δɻ

ʓೋஈ打ちの౿ΈࠐΈ଍ɺ౿Έ੾Γ଍のҾ
͖෇͚ʹ͍ͭͯॏ఺తʹઆ໌͢Δɻ

ʓ打ͨͤํʹ͍ͭͯ֬ೝͤ͞Δɻ
小手ʜ্͕͕݋ΔʢӈখखΛ打ͨͤΔʣ
正面ʜ݋ઌΛ։͘ʢӈํ޲΁ʣ

ʓখखˠਖ਼໘のஈ֊త࿅शΛߦΘͤΔɻ
1ͦの৔Ͱ打ಥ෦ҐΛ̏ճ打ͭ
2Ұ଍Ұ౛のؒ߹͔Β̏ճ打ͭ
3Ұ଍Ұ౛のؒ߹͍ʹ߈ΊͯೖΓ౿ΈࠐΜ
Ͱ打ͭˠ࢒৺ˠ໭Γͳ͕Β打ͭ

ʓ൑ఆج४Λ໌֬ʹͤ͞Δɻ
ʢ̍ʣେ͖ͳ੠
ʢ̎ʣ打ಥ෦Ͱ打ಥ෦ҐΛଊ͑Δ
ʢ̏ʣ࢟੎ɺମɺ଍のग़ͱ࢒৺

ʓࣗ༝࿅शͰֶशͨ͠ਖ਼໘ɺখखɺ಑のٕ
Λੵۃతʹग़ͯ͠߈๷Λͤ͞Δɻ

ʓৗʹ૬खΛଚॏ͠ɺߦΘͤΔɻ

【関心・意欲・態度】
࿥΍৹൑ͳͲの෼୲ͨ͠໾ׂΛՌͨͦه˔
うͱ͍ͯ͠Δɻʢ࡯؍ɺֶशのϊʔτʣ

整
理
10
分

❻整理運動（全身連続運動）

❼本時の学習の反省と評価

❽片づけ 

❾正座・礼

一 斉 ʓٵݺΛ੔͑ͳ͕Βɺେ͖͘Ώͬ͘Γͱ໘
打ちΛ̑ຊ࿈ଓͯ͠打ͨͤΔɻ

ʓֶशϊʔτʹຊ࣌の՝୊ʹ͍ͭͯࣗݾධ
Ձ͠هೖͤ͞Δɻ

ʓ҆શʹ഑ྀ͠ɺย͚ͮͤ͞Δɻ

ʓྱ๏ΛஸೡʹߦΘͤΔɻ

☆攻めて相手の右小手を打ち、相手
が竹刀を開いたり、手元を下げて
防いだりしたところをすかさず面
を打つようにさせる。

☆特に小手を打った後の、後足の引
き付けを素早く行うことで、面の
踏込が上手くできることを理解さ
せる。

☆後足を素早く引き付けさせる。
☆正面、小手、胴、小手→面のポイ
ントを身に付けさせる。

☆打たせる側は小手を打たせた後に
１歩退いて面の打ち間をつくり右
に体をさばき抜けさせる。

☆有効打突の条件
気…気迫のある大きな声
剣…�打突部位を打突部で刃筋正し

く打つ
体…体さばき、足さばき、姿勢
残心…打突後の身構え、気構え

二段の技（小手→正面）を有効打突（一本）に決めよう

☆互いに良いところを認め合い、相
手に伝えられたか確認させる。

☆自分の好きな技は何か、また、自
由練習をしてみて技を出せたか、
真の勇気について気付かせる。

配当時間 7/10
ʲؔ৺・ҙཉ・ଶ౓ 　r˗ه࿥΍৹൑ͳͲの໾ׂ෼୲ΛՌͨ͢ ͱ͕͜Ͱ͖Δ

ʲࢥ ߟ ・ ൑ அ 　r˗学習ͨ҆͠શ্のཹҙ఺Λ学習৔໘Ͱ͋ͯ͸ΊΔ ͱ͕͜Ͱ͖Δ

本時の
目　標

ਖ਼໘

খख
ˣ

小手面
を打て
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５章　中学校第１・２学年剣道授業「学習計画」の例

時
配 学習内容と活動 学習

形態 ○指導上の留意点 ☆指導のポイント・つまずきの解決法
●評価（評価方法）

導
入
10
分

˞४උ
˔஛౛ɺਨɺ಑ɺ໘Λ४උ͠ू߹
˔ମҭϊʔτʹ՝୊Λهೖ

一 斉 ʓ஥ؒͱ͠ྗڠɺ࣌ؒ಺ʹਨͱ಑Λண૷͞
ͤɺ஛౛の҆શΛ֬ೝͤ͞Δɻ

❶集合・正座・礼
❷本時の学習内容と課題の確認
❸準備運動
˔̏෼ؒશ਎࿈ଓӡಈ
˔४උମૢ
❹補強運動・補助運動
˔හডੑΛߴΊΔӡಈ

ʓ݈࡯؍߁ɺ෰૷֬ೝΛߦうɻ
ʓ̏෼ؒの࿈ଓӡಈʢૹΓ଍ˠ͢Γ଍ˠ౿
ΈࠐΈ଍ˠ࢒৺ʣのجຊυϦϧ
ɹਖ਼໘ɺখखɺ಑ɺখखˠ໘ɺҾ͖໘Λߦ
ΘͤΔɻ
ʓख౛ʹΑΔ߈๷ͰහডੑΛߴΊΔӡಈΛ
ΘͤΔɻߦ

展
開
30
分

˞໘ͱখखΛண૷͢Δ
❺主運動
①既習練習（各技を２本づつ）
˔ਖ਼໘ɺখखɺ಑ɺখखˠ໘の打ちࠐΈ࿅
श

②しかけ技（引き面）
˔௳ͥΓ߹͍ˠҾ͖໘

˔໘ˠ௳ͥΓ߹͍ˠҾ͖໘

③自由練習
˞��ඵʷ�ճ

ペ ア

３人組

ペ ア

ʓ݋ಓ۩ɺ஛౛の҆શΛ֬ೝ͢Δɻ

ʓਖ਼໘ɺখखɺ಑の̔ຊ打ちΛߦΘͤΔɻ

ʓ૬खͱѲखのڑ཭ʹ઀ۙ͠ɺ௳ͱ௳ͱ͕
ͤΓ߹うঢ়ଶΛཧղͤ͞Δɻ

ʓ打ͨͤΔଆ͸खݩΛԼ͛ɺԼෲ෦ʹྗΛ
ೖΕࠊΛཱͯͯମ౰ͨΓΛड͚ͤ͞Δɻ

ʓҾ͖໘のஈ֊త࿅शΛߦΘͤΔɻ
1打ಥ෦Λ̏ճ打ͭ
2௳ͥΓ߹͍͔ΒҾ͖ͳ͕Β打ͭˠ࢒৺̏
ճ

ʓૹΓ଍ɺ·ͨ͸։͖଍Ͱɺํޙ·͕ͨࣼ
ΊํޙʹҾ͖ͳ͕Β໘Λ打ͨͤΔɻ

ʓ打ͬͨޙの࢟੎่͕Ε΍͍͢のͰɺਖ਼͠
͍࢟੎Ͱ਎ମͱ݋ઌΛ૬खʹ࢒͚ͯ޲৺
Λࣔͤ͞Δɻ

ʓशख़͢ΔʹͭΕɺҰ࿈のಈ࡞ͱͯ͠େ͖
打ͭΑうʹͤ͞Δɻ͘ڧ͘ૣ͘

ʓࣗ༝࿅शͰֶशͨ͠ਖ਼໘ɺখखɺ಑のٕ
Λੵۃతʹग़ͯ͠߈๷Λͤ͞Δɻ
ʓৗʹ૬खΛଚॏ͠ɺߦΘͤΔɻ

【運動の技能】
˔ࣗ༝࿅शͰɺطशのٕΛੵۃతʹ打ͱう
ͱ͍ͯ͠Δɻʢ࡯؍ʣ

整
理
10
分

❻整理運動（全身連続運動）

❼本時の学習の反省と評価

❽片づけ 

❾正座・礼

一 斉 ʓٵݺΛ੔͑ͳ͕Βɺେ͖͘Ώͬ͘Γͱ໘
打ちΛ̑ຊ࿈ଓͯ͠打ͨͤΔɻ
ʓֶशϊʔτʹຊ࣌の՝୊ʹ͍ͭͯࣗݾධ
Ձ͠هೖͤ͞Δɻ
ʓ҆શʹ഑ྀ͠ɺย͚ͮͤ͞Δɻ

ʓྱ๏ΛஸೡʹߦΘͤΔɻ

☆引き技は、体当たりや鍔ぜり合
い、または攻めによって相手の構
えが崩れ、隙が生じたところをす
かさず退きながら打つ技で引き面
や引き胴などの技があることを理
解させる。

☆男女差、体格差、体力差などを配
慮し、暴力的な鍔ぜり合いになら
ないよう配慮させる。

☆引き技は、打突を行う際の間合い
や足さばきのタイミングを工夫さ
せる。

☆退きながらの打ちは、前へ出ての
打ちより打ちが弱いので、手の内
をきかせて大きい動作で打たせ
る。

☆後足を素早く引き付けさせる。
☆正面、小手、胴、小手→面、引き面
のポイントを身に付けさせる。

☆自由練習では、恐怖心を打ち破る
真の勇気をもって攻める気持ちで
行わせる。

☆自由練習で技を出せたか、間合に
ついて気付いたことを発表させる。

鍔ぜり合いで生じた隙に対して引き技を決めよう

配当時間 8/10
ʲӡ ಈ の ٕ ೳ 　r˗ࣗ༝࿅習Ͱɺط習のٕΛੵۃతʹଧͭ ͱ͕͜Ͱ͖Δ

本時の
目　標
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剣　　道

時
配 学習内容と活動 学習

形態 ○指導上の留意点 ☆指導のポイント・つまずきの解決法
●評価（評価方法）

導
入
10
分

˞४උ
˔஛౛ɺਨɺ಑ɺ໘Λ४උ͠ू߹
˔ମҭϊʔτʹ՝୊Λهೖ

一 斉
グループ

ʓ஥ؒͱ͠ྗڠɺ࣌ؒ಺ʹਨͱ಑Λண૷͞
ͤɺ஛౛の҆શΛ֬ೝͤ͞Δɻ

❶集合・正座・礼
❷本時の学習内容と課題の確認
❸準備運動
˔̏෼ؒશ਎࿈ଓӡಈ
˔४උମૢ
❹補強運動・補助運動
˔හডੑΛߴΊΔӡಈ

ʓ݈࡯؍߁ɺ෰૷֬ೝΛߦうɻ
ʓ̏෼ؒの࿈ଓӡಈʢૹΓ଍ˠ͢Γ଍ˠ౿
ΈࠐΈ଍ˠ࢒৺ʣのجຊυϦϧ

ɹਖ਼໘ɺখखɺ಑ɺখखˠ໘ɺҾ͖໘Λߦ
ΘͤΔɻ

ʓख౛ʹΑΔ߈๷ͰහডੑΛߴΊΔӡಈΛ
ΘͤΔɻߦ

展
開
30
分

˞໘ͱখखΛண૷͢Δ
❺主運動
①既習練習（約束練習）
˔ਖ਼໘ɺখखɺ಑ɺখखˠ໘֤̎ຊ
˔໘ମ౰ͨΓҾ͖໘̏ຊ

②応じ技（抜き技）「面抜き胴」
ɾମΛӈʹ͞͹͘ɾ໘ൈ͖಑

③面抜き胴の判定試合
˞̏ਓ૊Ͱϩʔςʔγϣϯ
˔ྱˠ͸͡Ίˠ൑ఆˠྱˠධՁ

③自由練習
˞��ඵʷ�ճ

ペ ア

３人組

ペ ア

ʓ݋ಓ۩ɺ஛౛の҆શΛ֬ೝ͢Δɻ

ʓਖ਼໘ɺখखɺ಑の̔ຊ打ちΛߦΘͤΔɻ
ʓ໘ɺମ౰ͨΓɺҾ͖໘ɺ̏ຊ࿈ଓ打ちΛ
ΘͤΔɻߦ

ʓ૬खのٕʹରͯ͠Ԡ͡ɺͦのٕΛ͔Θ͠
ͯ打ٕͭͰ͋Δ͜ͱΛཧղͤ͞Δɻ

ʓ໘ൈ͖಑のஈ֊త࿅शΛߦΘͤΔɻ
1ૹΓ଍Ͱ̍าࣼΊӈʹମΛ͞͹͘
2ਖ਼ର͠໘ൈ͖಑Λ打ちؒのதͰ̏ճ
3打ͨͤΔଆ͸໘Λ打ちࠐΈɺ打ͭଆ͸ൈ
͖಑Λ౿ΈࠐΜͰ打ͬͯ࢒৺Λࣔ͢

ʓ໘ൈ͖಑̏ຊউෛ
ʓ൑ఆج४Λ໌֬ʹͤ͞Δɻ
ʢ̍ʣେ͖ͳ੠
ʢ̎ʣ打ಥ෦Ͱ打ಥ෦ҐΛଊ͑Δ
ʢ̏ʣ࢟੎ɺମɺ଍のग़ͱ࢒৺

ʓࣗ༝࿅शͰɺࠓ·Ͱֶशͨ͠ਖ਼໘ɺখ
खɺ಑ɺখखˠ໘ɺҾ͖໘ɺ໘ൈ͖಑の
ٕΛੵۃతʹग़ͯ͠߈๷Λͤ͞Δɻ

ʓৗʹ૬खΛଚॏ͠ߦΘͤΔɻ

【思考・判断】
˔໘ൈ͖಑のϙΠϯτΛ͍͚ͯͭݟΔɻ
ɹʢ࡯؍ɾֶशϊʔτʣ

【関心・意欲・態度】
Λ༻͍ͳ͍Ͱɺ҆શʹཹҙ͠ɺ࿅ٕ͡ې˔
श͍ͯ͠Δɻʢ࡯؍ɺֶशϊʔτʣ

整
理
10
分

❻整理運動（全身連続運動）

❼本時の学習の反省と評価

❽片づけ 

❾正座・礼

一 斉 ʓٵݺΛ੔͑ͳ͕Βɺେ͖͘Ώͬ͘Γͱ໘
打ちΛ̑ຊ࿈ଓͯ͠打ͨͤΔɻ

ʓֶशϊʔτʹຊ࣌の՝୊ʹ͍ͭͯࣗݾධ
Ձ͠هೖͤ͞Δɻ

ʓ҆શʹ഑ྀ͠ɺย͚ͮͤ͞Δɻ

ʓྱ๏ΛஸೡʹߦΘͤΔɻ

☆抜き技は、相手の打ちこみに対し
て、体をかわして相手に空を打た
せて打つ技である。

☆相手が面を打とうとする瞬間、送
り足で斜め右前に大きく踏み出
し、すれ違いながら相手に空を打
たせて右胴を打つようにさせる。

☆打つ時は両肘を十分前に伸ばし手
の内を返して平打ちにならないよ
うにさせる※この他に小手抜き面
などの技があることを理解させ
る。

☆有効打突の条件
気…気迫のある大きな声
剣…�打突部位を打突部で刃筋正し

く打つ
体…体さばき、足さばき、姿勢
残心…打突後の身構え、気構え

面に対して体をさばいて胴を有効打突（一本）に決めよう

☆学習の中で仲間と良いところを認
め合い、相手に伝えられたか確認
させる。

☆自由練習で技を出せたか、間合に
ついて気付いたことを発表させる。

配当時間 9/10
ʲؔ৺・ҙཉ・ଶ౓ 　r˗ٕ͡ېΛ༻͍ͳ͍Ͱɺ҆શʹཹҙͯ͠࿅習͢Δ ͱ͕͜Ͱ͖Δ

ʲ஌ ࣝ ・ ཧ ղ 　r˗ൈ͖ٕʢ໘ൈ͖಑ʣのϙΠϯτΛཧղ͠՝୊ʹԠͨ͡学習͕Ͱ͖Δ

本時の
目　標

ˣ
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５章　中学校第１・２学年剣道授業「学習計画」の例

時
配 学習内容と活動 学習

形態 ○指導上の留意点 ☆指導のポイント・つまずきの解決法
●評価（評価方法）

導
入
10
分

˞४උ
˔஛౛ɺਨɺ಑ɺ໘Λ४උ͠ू߹
˔ମҭϊʔτʹ՝୊Λهೖ

一 斉 ʓ஥ؒͱؒ࣌͠ྗڠ಺ʹਨͱ಑Λண૷͞
ͤɺ஛౛の҆શΛ֬ೝͤ͞Δɻ

❶集合・正座・礼
❷本時の学習内容と課題の確認
❸準備運動
˔̏෼ؒશ਎࿈ଓӡಈ
˔४උମૢ
❹補強運動・補助運動
˔හডੑΛߴΊΔӡಈ

グループ ʓ݈࡯؍߁ɺ෰૷֬ೝΛߦうɻ
ʓ̏෼ؒの࿈ଓӡಈʢૹΓ଍ˠ͢Γ଍ˠ౿
ΈࠐΈ଍ˠ࢒৺ʣのجຊυϦϧ
ɹਖ਼໘ɺখखɺ಑ɺখखˠ໘ɺҾ͖໘Λߦ
ΘͤΔɻ
ʓख౛ʹΑΔ߈๷ͰɺහডੑΛߴΊΔӡಈ
ΛߦΘͤΔɻ

展
開
30
分

˞໘ͱখखΛண૷͢Δ
❺主運動
①グループ別約束練習
˔ਖ਼໘ɺখखɺ಑ɺখखˠ໘֤̎ຊ
˔໘ମ౰ͨΓҾ͖໘̏ຊ
˔໘ൈ͖಑̏ຊ

②自由練習
˞ඵʷ̏ճ

③ポイント制の試合
˞̐ਓ૊Ͱϩʔςʔγϣϯ
˔ྱˠ͸͡Ίˠ൑ఆˠྱˠධՁ

グループ

４人組

ʓ݋ಓ۩ɺ஛౛の҆શΛ֬ೝ͢Δɻ

ʓਖ਼໘ɺখखɺ಑の̔ຊ打ちΛߦΘͤΔɻ
ʓ໘ମ౰ͨΓҾ͖໘̏ຊ࿈ଓ打ちΛߦΘͤ
Δɻ
ʓ໘ൈ͖಑Λ૬ޓʹ̏ຊߦΘͤΔɻ

ʓࣗ༝࿅शͰɺࠓ·Ͱֶशͨ͠ਖ਼໘ɺখ
खɺ಑ɺখखˠ໘ɺҾ͖໘ɺ໘ൈ͖಑の
ٕΛੵۃతʹग़ͯ͠߈๷Λͤ͞Δɻ
ʓৗʹ૬खΛଚॏ͠ߦΘͤΔɻ

ʓ൑ఆج४Λ໌֬ʹͤ͞Δɻ
ʢ̍ʣେ͖ͳ੠
ʢ̎ʣ打ಥ෦Ͱ打ಥ෦ҐΛଊ͑Δ
ʢ̏ʣ࢟੎ɺମɺ଍のग़ͱ࢒৺
˞༗ޮ打ಥ͕ͳ͍৔߹͸ੵۃతʹ߈Ίٕͯ
Λग़͠ɺ༗ޮ打ಥʹ͍ٕ͕ۙଟ͍ํΛউ
ऀͱ൑ఆͤ͞Δɻʢઆ໌ʣ

ʓࢼ߹ํ๏Λཧղͤ͞Δɻ
ɹ࣌ؒɿ��ඵ
ɹํ๏ɿ࣌ؒ಺উෛ
ɹ໾ׂɿओ৹ʢ൑ఆʣ෭৹̍ਓʢຊ਺ʣ

【運動の技能】
˔͔͚ٕ͠΍Ԡٕ͡のجຊͱͳΔٕΛ༻͍
ͯ打ͬͨΓɺड͚ͨΓ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ

ɹʢ࡯؍ʣ

【思考・判断】
ཧղ͍ͯ͠Δɻ͍ͯͭʹํ͍ߦの߹ࢼ˔
ʢֶशϊʔτʣ

整
理
10
分

❻整理運動（全身連続運動）

❼本時の学習の反省と評価

❽片づけ 

❾正座・礼

一 斉 ʓٵݺΛ੔͑ͳ͕Βɺେ͖͘Ώͬ͘Γͱ໘
打ちΛ̑ຊ࿈ଓͯ͠打ͨͤΔɻ

ʓֶशϊʔτʹຊ࣌の՝୊ʹ͍ͭͯࣗݾධ
Ձ͠هೖͤ͞Δɻ

ʓ҆શʹ഑ྀ͠ɺย͚ͮͤ͞Δɻ

ʓྱ๏ΛஸೡʹߦΘͤΔɻ

☆既習の練習や攻防を楽しむ場合、
互いの間合や技を打つ機会、タイ
ミングなどを大切に取り組ませ
る。

☆約束練習は、打たせる側は、相手
の攻めに対して、打突部位を開け
るようにさせ、一打一打を確実に
行わせる。また、良い点や改善す
べき点を指摘し合いながら行わせ
る。

積極的に技を出して、有効打突（一本）に決めよう

☆有効打突の条件
気…気迫のある大きな声
剣…�打突部位を打突部で刃筋正し

く打つ
体…体さばき、足さばき、姿勢
残心…打突後の身構え、気構え

☆試合などで誰もが湧き上がる感情
を抑え、負けた人の心を汲み取る
惻隠の情の考え方について理解さ
せる。

☆試合で技を出せたか、どんな時に
うまく打てたか気付いたことを発
表させる。

配当時間 10/10
ʲӡ ಈ の ٕ ೳ 　r˗͔͚ٕ͠΍Ԡٕ͡のجຊͱͳΔٕΛ༻͍ͯଧͬͨΓɺड͚ͨΓ͢Δ ͱ͕͜Ͱ͖Δ

ʲ஌ ࣝ ・ ཧ ղ 　r˗ࢼ߹のํ͍ߦʹ͍ͭͯཧղͰ͖Δ

本時の
目　標
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剣　　道

「面抜き胴」の判定試合カード（４人用）

試合者 主審 試合者 副審

１ － ２ ３
大きな声・打突部位・美しい姿勢

１ － ２ ４
大きな声・打突部位・美しい姿勢

打突部位（ ⬗ ） 打突部位（ ⬗ ）

３ － ４ １
大きな声・打突部位・美しい姿勢

３ － ４ ２
大きな声・打突部位・美しい姿勢

打突部位（ ⬗ ） 打突部位（ ⬗ ）

２ － ３ ４
大きな声・打突部位・美しい姿勢

２ － ３ １
大きな声・打突部位・美しい姿勢

打突部位（ ⬗ ） 打突部位（ ⬗ ）

１ － ３ ２
大きな声・打突部位・美しい姿勢

１ － ３ ４
大きな声・打突部位・美しい姿勢

打突部位（ ⬗ ） 打突部位（ ⬗ ）

２ － ４ ３
大きな声・打突部位・美しい姿勢

２ － ４ １
大きな声・打突部位・美しい姿勢

打突部位（ ⬗ ） 打突部位（ ⬗ ）

４ － １ ２
大きな声・打突部位・美しい姿勢

４ － １ ３
大きな声・打突部位・美しい姿勢

打突部位（ ⬗ ） 打突部位（ ⬗ ）

班

員

１

２

３

４

試合の判定ポイント

気…強くて大きな声が出ているか

剣…打突部位を正しく打っているか

体…美しい姿勢・残心（左足）

判定試合の行い方

☆赤が師匠（打たせる側）、白が弟子（打つ側）でスタート

☆主審は「はじめ」と「やめ」で試合を進行する

☆1 人二本打った後、主審が「判定」と言ったら主審

と副審はどちらか良いと思う人の側の手を挙げる

（引き分け無し）

☆主審と副審の判定が分かれた場合は主審の判定を最

終判定とする

☆師匠と弟子を交代する

☆試合終了後、20 秒で評価を行い記録する

（試合後 1 分後、次の試合）

私は、白が勝ちだと

思います、姿勢がき

れい！

私は、赤が勝ちだと

思います。声が出て

いました！ 

有効打突《一本》を見極める力をつけよう！

２ 学習カードの例（見本）
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５章　中学校第１・２学年剣道授業「学習計画」の例

「面抜き胴」の判定試合カード（４人用）

試合者 主審 試合者 副審

１ － ２ ３
大きな声・打突部位・美しい姿勢

１ － ２ ４
大きな声・打突部位・美しい姿勢

打突部位（ ） 打突部位（ ）

３ － ４ １
大きな声・打突部位・美しい姿勢

３ － ４ ２
大きな声・打突部位・美しい姿勢

打突部位（ ） 打突部位（ ）

２ － ３ ４
大きな声・打突部位・美しい姿勢

２ － ３ １
大きな声・打突部位・美しい姿勢

打突部位（ ） 打突部位（ ）

１ － ３ ２
大きな声・打突部位・美しい姿勢

１ － ３ ４
大きな声・打突部位・美しい姿勢

打突部位（ ） 打突部位（ ）

２ － ４ ３
大きな声・打突部位・美しい姿勢

２ － ４ １
大きな声・打突部位・美しい姿勢

打突部位（ ） 打突部位（ ）

４ － １ ２
大きな声・打突部位・美しい姿勢

４ － １ ３
大きな声・打突部位・美しい姿勢

打突部位（ ） 打突部位（ ）

班

員

１

２

３

４

試合の判定ポイント

気…強くて大きな声が出ているか

剣…打突部位を正しく打っているか

体…美しい姿勢・残心（左足）

判定試合の行い方

☆赤が師匠（打たせる側）、白が弟子（打つ側）でスタート

☆主審は「はじめ」と「やめ」で試合を進行する

☆1 人二本打った後、主審が「判定」と言ったら主審

と副審はどちらか良いと思う人の側の手を挙げる

（引き分け無し）

☆主審と副審の判定が分かれた場合は主審の判定を最

終判定とする

☆師匠と弟子を交代する

☆試合終了後、20 秒で評価を行い記録する

（試合後 1 分後、次の試合）

私は、白が勝ちだと

思います、姿勢がき

れい！

私は、赤が勝ちだと

思います。声が出て

いました！ 

有効打突《一本》を見極める力をつけよう！
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剣　　道

リ
ズ
ム
剣
道
に
よ
る
剣
道
授
業（
竹
刀
だ
け
用
い
て
の
授
業
）

過
程

１
２
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４

５
６

７
８

９
～
１
３

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

導 入 展　　　　　 開 整 理
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　剣道は、相手を攻撃し自分を守るための剣技・剣術などから発生し、長い歴史の流れの中で「術」

から「道」へと昇華され、今日まで継承されてきた伝統的な我が国固有の運動文化です。

　剣道は常に相手の人格を尊重し、剣道具（防具）・竹刀を用いて互いに打突し合う攻防の展開

の中で、有効打突を求めて競い合う楽しさを味わう対人技能としての特性があります。

　身体を鍛え、技を錬磨し、心を養うためのよき協力者である相手に対して心から尊敬の念を持

ち、端正な姿勢をもって礼儀正しくすることは、互いによりよい剣道を築きあげていく上で大切

なことであり、ひいては好ましい社会的態度の育成など人間形成につながることが望めます。

　また、心（精神）や技の完成度が勝敗に大きく影響を及ぼすという剣道の技術特性からして、

老若男女を問わず生涯を通じて楽しみ、道を求めることができるのです。

　国際化が叫ばれる昨今、他国を理解するとともに、剣道の学習を通して日本の伝統的な考え方

や生き方を学ぶことで自国の良さを知り、日本人としてのアイデンティティーの確立に繋げてい

くなど、剣道を通して武道教育による学びが生徒たちの人生の糧になることを期待するものです。

剣道のすすめ６章

̒章　剣道の͢͢Ί
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武 道 憲 章
　武道は、日本古来の尚武の精神に由来し、長い歴史と社会の変遷を経て、術から道
に発展した伝統文化である。
　かつて武道は、心技一如の教えに則り、礼を修め、技を磨き、身体を鍛え、心胆を
錬る修業道・鍛錬法として洗練され発展してきた。このような武道の特性は今日に継
承され、旺盛な活力と清新な気風の源泉として日本人の人格形成に少なからざる役割
を果たしている。
　いまや武道は、世界各国に普及し、国際的にも強い関心が寄せられている。我々は、
単なる技術の修練や勝敗の結果にのみおぼれず、武道の真髄から逸脱することのない
よう自省するとともに、このような日本の伝統文化を維持・発展させるよう努力しな
ければならない。
　ここに、武道の新たな発展を期し、基本的な指針を掲げて武道憲章とする。

（目　的）
第 一 条　 武道は、武技による心身の鍛錬を通じて人格を磨き、識見を高め、有為の

人物を育成することを目的とする。
（稽　古）
第 二 条　 稽古に当たっては、終始礼法を守り、基本を重視し、技術のみに偏せず、心

技体を一体として修練する。
（試　合）
第 三 条　 試合や形の演武に臨んでは、平素錬磨の武道精神を発揮し、最善を尽くす

とともに、勝っておごらず負けて悔まず、常に節度ある態度を堅持する。
（道　場）
第 四 条　 道場は、心身鍛錬の場であり、規律と礼儀作法を守り、静粛・清潔・安全

を旨とし、厳粛な環境の維持に努める。
（指　導）
第 五 条　 指導に当たっては、常に人格の陶冶に努め、術理の研究・心身の鍛錬に励み、

勝敗や技術の巧拙にとらわれることなく、師表にふさわしい態度を堅持す
る。

（普　及）
第 六 条　 普及に当たっては、伝統的な武道の特性を生かし、国際的視野に立って指

導の充実と研究の促進を図るとともに武道の発展に努める。

　　昭和六十二年四月二十三日制定

日本武道協議会
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こ ど も 武 道 憲 章
武
ぶ

道
どう

は、日
に

本
ほん

古
こ

来
らい

の武
ぶ

勇
ゆう

を尊
とうと

ぶという精
せい

神
しん

を受
う

けつぎ、長
なが

い歴
れき

史
し

の中
なか

でつちかわれ、

発
はっ

展
てん

してきた伝
でん

統
とう

文
ぶん

化
か

です。

武
ぶ

道
どう

は、礼
れい

儀
ぎ

正
ただ

しさを身
み

につけ、技
わざ

をみがき、心
しん

身
しん

をきたえ、りっぱな人
ひと

になるた

めの修
しゅ

業
ぎょう

の方
ほう

法
ほう

です。

　わたしたちは、技
わざ

の稽
けい

古
こ

や試
し

合
あい

の勝
か

ち負
ま

けだけを目
もく

的
てき

にするのではなく、武
ぶ

道
どう

を正
ただ

しく理
り

解
かい

して、このすばらしい日
に

本
ほん

の伝
でん

統
とう

文
ぶん

化
か

を大
たい

切
せつ

にしなくてはなりません。

　これからも武
ぶ

道
どう

を愛
あい

し、修
しゅ

業
ぎょう

を続
つづ

けていくために、わたしたちが心
こころ

がけなくてはな

らないことを「こども武
ぶ

道
どう

憲
けん

章
しょう

」として掲
かか

げ、これを守
まも

ります。

（目
もく

的
てき

）

第
だい

一
いち

条
じょう

　 武
ぶ

道
どう

は、技
わざ

をみがくことによって心
しん

身
しん

をきたえ、強
つよ

くたくましく、勇
ゆう

気
き

と

思
おも

いやりと正
せい

義
ぎ

感
かん

をもった、社
しゃ

会
かい

に役
やく

立
だ

つ人
ひと

になることをめざします。

（稽
けい

古
こ

）

第
だい

二
に

条
じょう

　 稽
けい

古
こ

をするときは、先
せん

生
せい

の教
おし

えや礼
れい

儀
ぎ

を守
まも

り、基
き

本
ほん

を大
たい

切
せつ

にし、技
わざ

だけで

はなく、心
こころ

と体
からだ

も共
とも

にきたえるよう、一
いっ

所
しょ

懸
けん

命
めい

にはげみます。

（試
し

合
あい

）

第
だい

三
さん

条
じょう

　 試
し

合
あい

や演
えん

武
ぶ

では、ふだんの稽
けい

古
こ

の力
ちから

を出
だ

しきってがんばり、勝
か

ち負
ま

けや結
けっ

果
か

だけにこだわらず、節
せつ

度
ど

ある真
しん

剣
けん

な態
たい

度
ど

でのぞみます。

（道
どう

場
じょう

）

第
だい

四
よん

条
じょう

　 道
どう

場
じょう

は、技
わざ

をみがき、心
こころ

と体
からだ

をきたえる場
ば

所
しょ

として、規
き

則
そく

や礼
れい

儀
ぎ

を守
まも

り、清
せい

潔
けつ

と安
あん

全
ぜん

を心
こころ

がけます。

（仲
なか

間
ま

）

第
だい

五
ご

条
じょう

　 道
どう

場
じょう

の仲
なか

間
ま

を大
たい

切
せつ

にして、お互
たが

いに協
きょう

力
りょく

し、はげましあいながら、楽
たの

しく

稽
けい

古
こ

し、さらに多
おお

くの仲
なか

間
ま

をつくります。

　　平成十六年九月十六日制定

日本武道協議会

ぶ どう けん しょう
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編集後記
刊行総括責任者　三藤　芳生

　「安全で、楽しく、効果の上がる指導書・DVDを作ろう」

　日本武道館に事務局を置く日本武道協議会は、平成 29年４月に設立 40周年を迎え、記念事業として中

学校武道必修化に向けた指導書・DVDを刊行することとなりました。

　これを受けて、日本武道館事務局内に幹部を中心とする 13名のプロジェクトチームを立ち上げ、同時に

日本武道協議会加盟９団体から実行委員の先生がたをご推薦いただきました。その後、実行委員会として、

次の基本方針を決めました。

１、武道の歴史・特性と実施可能９種目の周知徹底を図る。

２、中学校武道必修化の充実に資する。

３、武道人口の拡大に役立てる。

　以上の基本方針に沿って、最終的に

１、指導書は 10 分冊、各平均 60 頁。イラストを多用し、見やすく、わかりやすい内容とする。計

５万７千部刊行。

２、DVDは３巻分巻、各巻 120 分。指導書と関連させ、見やすく、わかりやすい内容とする。３巻セット

３万７千巻作成。

　することを決めました。

　本書は各道とも、１．概論、２．指導目標・指導内容、３．指導の実際、４．安全管理・安全指導、５．

学習計画、６．各道のすすめ、の流れで構成されており、原稿は実行委員を通して各連盟・団体にお願いし

ました。

　「質実剛健」―武道は 1,000 年以上の歴史を有する、武士道の伝統に由来する、わが国の伝統文化で、人

格を磨き、道徳心を高め、礼節を尊重する態度を養う人間形成の道です。

　現在、日本に約 250 万人、海外に 5,000 万人を超す武道愛好者がいると言われており、本書とDVDが中

学校現場において活用され、全国男女中学生の身心の成長に役立つことを願って止みません。

　終わりに、刊行にご尽力をいただきました筑波大学藤堂良明名誉教授、各道実行委員の先生がた、事務局

の仲間たち、題字の新井光風先生、イラストの國分薫氏、レイアウトの藤林明氏、印刷製本の（株）三友社、

映像監督の北原直哉氏と DVD作成の（株）クエストの皆様に厚く御礼を申し上げ、本書が中学校武道必修

化の充実に役立つことを切に願い、後記といたします。

（公益財団法人日本武道館理事・事務局長�　日本武道協議会常任理事）

　　平成 29年４月
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連盟・団体推薦実行委員
筑波大学名誉教授　　　　　　藤堂　良明

（公財）全日本柔道連盟　　　　田中　裕之
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